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 Ｎ 光文書院 

 Ｏ 学研教育みらい 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 国語 ）No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ａ 

○5、6年においては、中
学校への移行を考慮し
て、また、自主的・主体
的に既習事項を確認し
やすくするため、分冊で
はなく 1冊の教科書で対
応している。 
○3 年上までの読み物教
材においては、児童の発
達段階が配慮され、各段
落が見開き 2ページで完
結するように構成され
ている。 
○１・２年生の教科書で
は、すべてのページで分
かち書きがされ、単語や
文節の途中での改行に
ならないように表記さ
れ、読みやすくなるよう
に配慮されている。 
○「はをつかおう」「を
へをつかおう」では、助
詞を入れる過程をスモ
ールステップで示し、さ
らに視覚的に表現する
ことで、とらえやすくな
るように工夫されてい
る。（1年上 p.48） 
 

○各単元のはじめと終
わりで「つかむ」→「ふ
り返る」の流れを示し，
「言葉の力」を意識して
学習できるように構成
が工夫されている。 
 

○1 年上では、スタート
カリキュラム対応期の
教材として、カラフルな
紙面で構成されている。
また、ページの数字も大
きく表記されている。（1
年上 p.1－25） 
 

○3 年の早い段階でロー
マ字の学習を取り入れ、
3・4年で繰り返しローマ
字の学習が配置されて
いる。 
 

○情報活用の単元「町の
未来をえがこう」では、
教科等横断的な指導を
図ることによって総合
力を発揮し、より効果的
に課題を解決すことが
できるよう単元構成が
工夫されている。（6 年
p. 138）  
○単元の最終ページの
多くに「生かそう」のコ
ーナーがあり、既習事項
を他教科や生活の中の
どんな場面で生かせる
か明記されている。 
○他の教科等と、関連し
横断的な指導が図れる
ように単元構成が工夫
されている。（1年下 p114
～117、2年上 p72～75・
下 28～32） 

○「町の幸福論一コミュ
ニテイデザインを考え
る」では、隠岐郡海士町
の取組が紹介されてお
り、ふるさと教育の視点
や郷土への親しみ、誇り
につながる内容となっ
ている。（6年 p. 145） 
○「いいつたえられてい
るお話を知ろう」では、
「やまたのおろち」や
「いなばの白うさぎ」が
紹介され、地域の文化や
関心を高め、愛着や誇り
を持つことにつながる
内容になっている。（2年
上 p.98）  

○国語科で育む資質・能
力を「言葉の力」として
単元冒頭と単元末に示
し、どんな力を身に付け
るのか、児童も教師もは
っきりと意識できるよ
う工夫されている。 
○教科書全体にユニバ
ーサルデザインが取り
入れられ、色の見分けや
すさ、分かち書きによる
読みやすさ、写真の活
用、挿絵ではあえて表情
を隠す配慮など、様々な
配慮がなされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 国語 ）No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｄ 

○5、6 年でも上下 2 分

冊にすることにより、文

章量が増え、内容が複

雑・高度になる高学年に

おいて、ゆとりをもった

ページ構成としている。 

○6 年の上下巻の資料編

では、読み物資料が 3っ

掲載されており、児童の

興味や実態に合わせて

学習できるよう工夫さ

れている。 

（6 年上p.136,6年下p. 

126,p.140） 
○1 年生初めの読み物教
材「かえるのかさ」では、
活字を大きくすること
で、抵抗なく文字に目を
やり、読みやすくなるよ
う工夫されている。 

○「AI で言葉と向き合

う」では、同じテーマで

書かれた 2つの文章を比

べて読む活動が示され

ており、物事を多面的に

見たり考えたりできる

ように工夫されている。

（6年上 p.52） 

○「どう考える？この投

書」や「より良い考え方

はどっち？」など、その

まま問いとして活用で

きるような単元名が工

夫されている。 

（5年下 p20,p108） 
 

○「経験や知識をもとに
導き出そう」では、叙述
をもとに登場人物の様
子について類推するゲ
ームが示されており、児
童が興味をもって物語
を読むよう工夫されて
いる。（6年上 p.70） 
○年度当初の小単元に
ある「言葉でつながる」
は、ゲーム的な要素を取
り入れながら楽しく対
話力を高める内容にな
っている。（6年上 p.14,2
年上 p.8） 
○「レッスン」「コミュ
ニケーション」などの小
単元が多く掲載され、参
考資料になると共に必
要に応じて習熟を図る
ことができる 

○「電子メールで質問
しよう」「「文章構成の
効果を考える」「『本物
の森』で未来を守る」「日
本の魅力，再発見」では，
序論・本論・結論の三段
構成を提示してあり，一
年間を通して文章構成
を意識した学習活動が
展開できる構成になっ
ている。 
（6年上 p.72,98,6年下
p.10,86） 
○「ミラクルミルク」や
「ネコのひげ」では要約
を見つける手順や要約
文を作る手順が示され
ており、児童が方法を理
解できるよう工夫され
ている。（3年上 P45,下
P16） 
「主語と述語」や「しゅ
うしょく語」では、学力
調査で課題の見られた
主語・述語・修飾語の関
係を初めて学習する際
に、練習題を増やし、確
実な定着を図っている。 
（2年上 p.30） 

○「電子メールで質問し

よう」では，児童にとっ

て身近な電子メールを

題材に文章構成を学ぶ

内容となっており，実生

活と関わりのある内容

となっている。 

（6年 p.72） 
○「こんなものがほしい
なあ」や「言葉について
調べよう」では、全ての
教科の基盤となる言語
能力を育むため、他教科
の学習でも多く活用で
きる言語活動が多く取
り入れられている。 
（2年下 p.38） 

「昔の物語を楽しもう」
単元では、「ヤマタノオ
ロチ」が紹介され、地域
の文化や関心を高め、愛
着や誇りをもつことに
つながる内容になって
いる。（2年上 p.112） 

○「日本の魅力，再発見」

では，調べ学習を通して

発表することにより自

分の身近な生活を振り

返られるように活動が

設定されてあり，意欲的

に学習できるよう工夫

されている。 

（6年下 p.86）  

○「学校を百倍すてきに

しよう」では、学校生活

での児童会活動などで

の話し合いに活用でき

る内容となっている。 

（5年下 p26） 
 

○「話すこと・聞くこと」

の領域では、複数ページ

で展開する活動の概要

が単元の冒頭に一覧で

提示され、「学習の見通

し」をもてるよう配慮さ

れている。（6年上 p.58） 
○ワークシートのよう
に直接書き込めるペー
ジや習熟を図るための
小単元のページが所々
に掲載されており、適宜
スキルアップを図るこ
とができる。 

 

 

 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 国語 ）No. （ ３ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｆ 

○5、6年でも上下 2分冊

になっており、文章量が

増え、内容が複雑・高度

になる高学年において、

ゆとりをもったページ

構成になるよう工夫さ

れている。 
○6 年の上下巻の付録で
は、読み物資料が 3 つ掲
載されており、児童の興
味や実態に合わせて学
習できるようエ夫され
ている。 
（6 年上 p.126,6 年下
p.116,p.134） 
○1 年生初めの読み物教
材では、活字を大きくす
ることで、くまとありの
セリフが大きい活字と
小さい活字で区別され
ており、視覚的に分かり
やすくなっている。 
（１年上 p.30） 

○「大造じいさんとガ

ン」では、物語の基本構

造を図式化してわかり

やすく示している。 

（5年上 p.105） 

○「世界の人に伝わるよ

うに」では、タイムリー

なオリンピック競技の

ピクトグラムを題材と

して取り上げている。 

（3年下 P.5） 
○読み物教材の単元末
には見開き 2ページにわ
たって、またその他の単
元でも初めのページの
小さなコーナーに、学習
の流れが同じパターン
で紹介されており、見通
しをもって学習できる
工夫がなされている。 

○1 年上では、スタート

カリキュラムの「導入単

元」として、やわらかい

色調の絵や文字のない

紙面で構成されている。

また、学校生活の場面が

多く取り上げられ、無理

なく生活化が図られて

いる。（1年上 p.1～15） 
○巻末の本の紹介で取
り上げられている本が
ジャンル別に分類され
ており、図書館指導との
連携が図りやすい形で
掲載されている。 

○「おもしろいもの見つ
けたよ」では、付箋メモ
にまとまりごとに書く
ことで、並べ替えやすく
伝わりやすい文章を書
くことができるよう工
夫されている。 
（2年下 p.18） 

○「地域の防災について
話し合おう」「パンフレ
ットで知らせよう」「6年
生で読みたい本②」で
は、災害特に地震に関す
る内容をもとにして活
動するようになってい
たり資料を紹介したり
されており、実生活に活
かせるよう工夫されて
いる。 
（6年上 p.66,72,143） 
○「情報ノートを作ろ
う」では、発展的な学習
や家庭学習で児童が取
り組みやすいように、例
などが工夫されて掲載
されている。（5年上 p38） 
○「調べて分かったこと
を発表しよう」では、探
究的な学習過程が一つ
の単元の中で網羅され
ており、他の課題解決的
な学習にも応用できる
構成になっている。 
（4年下 p.94） 
 

○付録に「いなばのしろ
うさぎ」が紹介され、地
域の文化に関心を高め
る内容になっている。 
（2年上 p.134） 

○1年下以上の巻頭に

は、「○学年で学ぶこ

と」が設置され、これ

からどんなことを学ぶ

のか、どんな国語の力

が身につくのが 1年間

の学習が系統的に示さ

れている。 

○構成力をつけるため

の手立てや、課題につ

いてまとめるための思

考ツールとしてのイメ

ージマップや図、児童

の思考を表現したふき

出しの活用など、様々

な手立てが丁寧に施さ

れており、児童にとっ

ても指導者にとっても

分かりやすい内容でま

とめられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 国語 ）No. （ ４ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｉ 

○5、6年においては、中

学校への移行を考慮し

て、また、自主的・主体

的に既習事項を確認し

やすくするため、分冊で

はなく 1冊の教科書で対

応している。 

 

○「情報の扱い方」に特
化して、単元と関連させ
ながら言語活動の中で
確実に力がつくよう、2
年以上に４つの教材系
列「考えるときにつかお
う」「調べるときにつか
おう」「関係をとらえよ
う」「あつめるときに使
おう」が配置されてい
る。 
（6年 p.7,5年 p.57,4年
上 p.86,3 年上 p.9,90,
下 p.9,50） 
○各単元末に見開き 2ペ
ージで学習の流れが紹
介されており、見通しを
もって学習できる工夫
がなされている。 
○単元の扉のページで
これまでの学習内容と
学びの視点が与えられ
ており、系統的に学習で
きるようになっている。
また単元末の振り返り
で自己評価を行い、さら
に「生かそう」で生活化
が図られる流れとなっ
ている。(3年下 p.48) 

 

○1 年上は、明るく楽し

い絵とストーリーで始

まり、想像豊かに、楽し

く学べるよう工夫され

ているとともに、1 年児

童の見つける力や話す

力を生かした教材にな

っている。 

（1年上 p.1～8） 

 

 

 

○「考えを図で表そう」

では、イメージマップな

ど多様な思考ツールが

紹介されている。 

（6年 p.254） 

○「利用案内を読もう」

では、文章や図表など、

多様な資料をから必要

な情報を取捨選択して

読み取る力を育てるた

めの工夫がなされてい

る。（6年 p.96） 

○「言葉の意味が分かる

こと」では、文章の要旨

をとらえる方法や１５

０字以内でまとめる活

動が示され、要約する力

が高められるよう工夫

されている。（5年 p.54） 

 

○様々な場面で活用し
たい力やスキルが付録
にまとまっており、国語
学習にかかわらず、他教
科の学習等の中で参考
できるようになってい
る。（6年 p.252～264） 
○原稿用紙の正しい使
い方を確認し、様々な教
科の「書くこと」に生か
せるよう付録に「げんこ
う用紙の使い方」が配置
されている。 
（ 2 年 下 p.138,3 年
p.138,4年上 p.134） 

○単元末に「たいせつ→

生かそう」「ふりかえろ

う→つなぐ」という確認

事項があり、既習事項を

他教科の学習や実生活

に生かす意識を高める

工夫がされている。 

（4年下 p.41） 

 

○地域に伝わる民話や

神話として、「いなばの

白うさぎ」が紹介され、

地域の文化に関心を高

め。愛着や誇りをもつこ

とにつながる内容にな

っている。（2年上 p.38） 

○説明文の学習では、主

教材の前に、「練習」とし

て短い説明文が見開き

で示されており、児童が

既習事項を生かして読

む力が高まるよう工夫

されている。 

（6年 p.46,3年上 48） 

○2年以上の「話すこと・

聞くこと」「書くこと」領

域の単元には、「学習の

進め方」が冒頭に位置付

けられ、活動の順序を意

識できるように配慮さ

れている。「読むこと」領

域の学習においても、単

元末に上下 2段組み構造

をとることで、流れが見

通しやすくなるよう、工

夫されている。 

（2年上 p.34） 

○昔から読み継がれて

いる作品が多出してお

り、すぐれた作品に出会

うことができる。 

 

 

 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 書写 ）No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ａ 

○全学年を通し、文字を
整えて書くための原理・
原則を「書写のかぎ」と
名付け、「書写のかぎ」
を使って整った文字を
書くようにわかりやす
く示されている。 
○低学年では、１ページ
の中に示されている文
字の数が少なく、１つの
文字が大きく示されて
いるため、負担の少ない
量になっている。 
（1年 p.8・9) 

○３年生以上は「書写の
かぎ」を「見つけよう」
「確かめよう」「生かそ
う」「振り返って話そう」
という課題解決型の展
開になるように構成さ
れている。振り返りで対
話を取り入れることで、
理解を深められるよう
に工夫されている。 
（3年 p.16） 
○「書写のかぎ」の欄に
文字を整えて書くため
のポイントとなる言葉
を書き込めるように工
夫されている。 
（3年 p.16） 

○低学年では、巻末に水
書用紙がつけてあり、
「はね」や「はらい」な
どの筆圧の変化を伴う
運筆で手指の動きを体
感できるように工夫さ
れている。（1・2年） 
○書き始めと書き終わ
りに記号をつけて、字形
が整えられるように工
夫さている。（1年 p.9） 
○文字の点や画を分解
し、それぞれ色を変えて
示されているため、どこ
までを一筆で書くのか
がわかりやすい。擬態語
やキャラクターの動き
を加えたりして理解し
やすいように工夫され
ている。（１年 p.30) 

○全学年に掲載の「書い
て味わおう」では、発達
段階に合わせて童謡や
俳句、短歌、古文などを
書く活動が設定されて
いて、伝統的な言語文化
にふれることができる
ように工夫されている。 
○浜田市の石州半紙や
隣県の熊野筆の筆職人
を取り上げるなど、書家
や伝統的な文化にふれ
ることができるように
工夫されている。 
（3年 p.21,p.57) 

○「生活に広げよう」で
は、手紙、ポスター、リ
ーフレットなどを取り
上げ、書写で学んだこと
を他の教科との関連を
図って活用できるよう
に工夫されている。 
（2年 p.38 5年 p.24） 
○全学年の「文字のいず
み」を設け、筆記用具の
作り方、文字の種類や世
界の文字などが紹介さ
れており、文字や用具な
どに関心を広げていく
ように工夫されている。 
（4年 p.19) 

○３年生以上に「書写の
かぎ」インデックスがつ
いていて、学習事項と既
習事項が色分けして示
されている。既習事項の
ページがすぐにわかる
ため、既習事項を確認し
ながら書くことができ
るように工夫されてい
る。 
○左手で書く時の道具
の置き方を示したり、左
右どちらの行でも書き
込める欄を設けたりす
るなどの工夫がされて
いる。 
（3年 p.5,2年 p.19） 

○教科書のサイズがワ
イド版で、写真や図、イ
ラスト、手本になる文字
のサイズも大きく掲載
されているため、学習内
容がわかりやすい。 
○全学年、ねらいとなる
「書写のかぎ」と学習の
流れがわかりやすく示
されている。主体的、対
話的で深い学びを実現
するための問題解決的
な学習、対話を取り入れ
た学習の流れになるよ
うに構成されている。 

Ｄ 

○全学年、各単元で同じ
ように「学習の進め方」
が示されており、学習の
流れがよくわかる。 
○「振り返ろう」では、
学習したことを振り返
りながら、学校生活や日
常生活に即した様々な
課題を設定し、学習した
ことがより生かせるよ
うに工夫されている。 
(3年 p.27,5年 p13） 

○「学習の進め方」とし
て「たしかめて書こう」
「考えて書こう」「生か
して書こう」が示され、
課題解決型の学習の流
れになるように工夫さ
れている。課題となる文
字を書けるようになる
ための見方、考え方を
「書き方のカギ」と名付
け、書く時のポイントを
わかりやすく示してい
る。（3年 p.24～p.27） 
○毛筆においては、半紙
原寸大の手本になって
いて活用しやすくなっ
ている。書初め教材も開
いてそのまま使えるよ
うに工夫されている。 
（3年 p.28 p.29） 

○低学年では、課題の発
見を助けるシールが用
意されていて、目標のポ
イントになるところや
自分の課題となるとこ
ろに貼ることで意欲を
持って取り組めるよう
に工夫されている。 
○全学年において、キャ
ラクターが登場し、学習
のめあてやポイントを
示しながら学習を進め
ていく構成になってい
るため、児童が興味を持
って学習しやすくなる
ように工夫されている。 
（目次） 

○「書写の不思議」では、
隣県の山口県の石を使
って作られる赤間硯を
取り上げたり、和紙やす
みの製造法を掲載した
りしながら文字文化へ
の興味・関心を広げられ
るように工夫されてい
る。 
（ 3 年 p.15,4 年 p.5 
p.48） 
○学年のまとめのペー
ジでは、自分の目標や学
校の生活目標を自分で
考えて書く欄が設けて
あり、１年間で学習した
ことを実際の生活に生
かして書く構成になっ
ている。 
（2年 p.35,5年 p.35） 

○全学年、書写の学びを
深め、様々な場面で生か
せるように、「書写の資
料館」が設けられてい
て、都道府県を書くコー
ナーやはがき、原稿用
紙、手紙の書き方など、
文字に関わる様々な資
料が掲載されている。 
（4年 p49～p.59） 
○教材とする漢字に当
該学年の新出漢字を取
り上げ、毛筆で学んだこ
とを生かして書けるよ
うに工夫されている。漢
字の書き方がスムーズ
に習得できるように、ペ
ージの下部に筆順が示
されている。 
（4年 p.30） 

○４年生以上の「書写の
資料館」で都道府県名を
書き込むページがあり、
都道府県名が定着する
ように工夫されている。 
（4年 p.49） 
○６年の学習の発展と
して、中学校で学ぶ行書
が取り上げられていて、
今後の学習に興味を持
つことができるように
工夫されている。 
（6年 p.50） 

○すべての単元に書き
込みができる欄が多く
設けられているため、文
字を書きながら考え、学
ぶことができるように
工夫されている。 
（2年 p.16～p.17） 
○全学年で「学習の進め
方」が示されているた
め、学習の見通しを持っ
て、課題解決型の学習を
進められるように配慮
されている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 書写 ）No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｆ 

○「横角」の筆使いでは、
見開き 2ページで筆の使
い方を示し、筆角の向き
などを自分でも確かめ
られるように工夫され
ている。（3年 p.12,13） 
○「大」での「はらい」、
「力」での「おれ」と「は
ね」、など筆使いについ
て、穂先の写真やポイン
トを示し丁寧に説明さ
れている。 
（3年 p.18,19,p.25 ） 
○「あこがれ」では、見
開き 2ページで、ひらが
なの書き方について、穂
先の写真やポイントを
示し、丁寧に説明されて
いる。（5年 p.28,29） 

○書き誤りやすい似て
いるひらがなを見開き 2
ページで集め、なぞるこ
とで違いを意識し定着
が図れるように工夫さ
れている。（1年 p.14,15） 
○「学習の始めと終わり
に書こう」で「ためし書
き」と「まとめ書き」を
することにより、授業前
後の硬筆での確かめが
できるよう工夫されて
いる。（3年以上） 

○世界の「こんにちは」
として、世界のあいさつ
を書き文字で表現し、世
界の文字文化への興味・
関心を高める工夫がさ
れている。（4年 p.1） 
○文字の組み立て方で
は「土地」（左右）と「岩
山」（上下）の二つから選
択して書くようにして
あり、自分でコースが選
べるように工夫されて
いる。（4年 p.36,37） 
○文字の旅では、日本の
文字の歴史をたどるこ
とにより日本語の特徴
を示し、身の周りの文字
への関心を高める工夫
がされている。（6年 p.1） 

○「かたかなのひょう」
ではそばにその文字を
使う言葉とイラストを
置くことで、言葉として
意識して書けるよう工
夫されている。 
（1年 p.47） 
○「書いて伝え合おう」
では、イラストや写真で
子供同士が関わりあう
様子を示すことで、友達
同士で伝え合う学習が
できるよう工夫されて
いる。（全学年） 

○「レッツトライ」では、
身に付けた書写の力を
各教科で使えるように、
色々な教科（算数・生活・
国語・図画工作・社会）
での書き方（算数ノー
ト・れんらくちょう・聞
き取りメモ・暑中みま
い・原稿用紙・作品カー
ド・発表資料・理科ノー
ト・敬老の日のはがき・
短歌・防災かるた・工場
見学メモ・委員会ポスタ
ー・話し合いメモ・国語
のノート・リーフレッ
ト・小筆を生かして）を
紹介している。（全学年） 

○手書き文字と近い形
の書体（UDデジタル教材
書体）を採用している。 
○振り返りが三段階で
自己評価できるよう工
夫されている。（全学年） 
○教科書に収録されて
いるすべての毛筆教材
について、書いている様
子を真上から撮影した
動画（専用ウェブサイト
「まなびリンク」）が視
聴できる。 

○試し書き、考える、確
かめ、まとめ書きの順番
で学習を構成するよう
にしている。 
（全学年、1年は p.26よ
り） 
○身に付けた書写の力
を各教科と結びつけら
れるよう工夫されてい
る。（全学年） 

Ｉ 

○教科書のページ数を
減らすことで、入門期の
児童への負担を軽減で
きるよう工夫されてい
る。（1年） 
○「言葉を楽しもう」で
は、学年にあった内容（2
年「いろはうた」、3 年
「は」、5年「竹取物語」、
6年「やまなし」）を選び、
なぞって言葉が味わえ
るよう工夫されている。
（全学年） 

○「書写ブック」では 6
年間で身に付けた力を
確認し、日常生活で生か
せるよう書体の要素を
まとめ、主体的に学習が
行えるよう工夫されて
いる。（6年 p.19～25） 
○部分の組み立て方で
は、木へんと木の違い
（左右）、雨かんむりと
雨の違い（上下）が色を
変えて重ねて記載して
あり、違いが分かりやす
く工夫されている。 
（4年 p.8,12） 

○3 年の毛筆導入学年に
おいては「たしかめよう
シール」を用い、始筆・
送筆・終筆など点や核の
書き方や方向が確かめ
られるよう工夫されて
いる。（3年 p.1） 
○「自分だけの一文字」
では同世代の有名人の
書いた一文字とともに
コメントを紹介してい
る。（6年 p.40,41） 

○3年以上の「漢字図鑑」
のコーナーでは、漢字の
成り立ちがイラストで
開設されて、児童の文字
への興味・関心が高まる
よう工夫されている。 
（3年以上） 
○「たいせつ」では、児
童の主体的な学習の助
けとなるように構成さ
れ、巻末にまとめて掲載
されており、焦点化と系
統性について工夫され
ている。（2年以上） 

○「わすれものゼロ作せ
ん」として連絡帳の書き
方を紹介し、毎日書く連
絡帳への意識付けがで
きるよう工夫されてい
る。（2年 p.33） 
○学年の「まとめ」とし
て「六年生を送る会に向
けて」をテーマにして、
書写で学習したことを
活動に生かせるよう工
夫されている。 
（6年 p.36,37） 

○二次元コードをタブ
レットで読み取れば動
画が閲覧でき、しょしゃ
たいそう（1・2年）筆遣
いの確認（3 年以上）や
グループ学習（5 年「め
ざせ！新聞記者」、3・4・
6年「もっとしりたい」）
に活用できるよう工夫
されている。（5年 p.22） 
○2 年生の始めから漢字
の「書きじゅん」で始ま
っており、書き順が大切
であることを意識させ
るよう工夫されている。
（2年 p.6,7） 
○カラーＵＤや文字が
小さい箇所にはＵＤフ
ォントを採用している。
（1年 p.28,3年 p.14） 

○手指の運動性を重視
し、「書写体操」を推奨
してよい姿勢を維持で
きるようにしていたり、
空書き指導を採用した
りして、体を使って書く
ことを意識付けするよ
う工夫されている。 
（1 年 p.2,2 年 p.1,3 年
p.57） 
○説明やイラストを最
小限に抑え、大切なこと
が見てわかるように紙
面が構成されている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 書写 ）No. （ ３ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｌ 

○学習したことをもと
に漢字の書き順の１画
目を赤鉛筆で塗る欄を
設け、自分で書き順を意
識できるように工夫さ
れている。（2年 p.19） 
○たて画が「川」、払い
が「人」を採用しており、
その学習で重点的に指
導する筆使いを絞るよ
う工夫されている。（3年
p.14,18 

○全学年を通して、めあ
てと自己評価の項目（低
～ひな、中～花、高～だ
るま）を設定し、学習内
容の達成感を味わった
り学習内容の定着を図
ったりすることができ
るよう工夫されている。
また、考える（カエル）、
確かめる（カメ）、いか
す（イカ）といった動物
などのイラストで、学習
の流れが明確になるよ
う工夫されている。（2年
p.10） 
○手紙の書き方ではエ
アメールの紹介がして
あり、相手意識をもって
アルファベットを書か
せようと工夫されてい
る。（5年 p.40） 

○巻末に水書シートを
付け、筆圧の変化を伴う
運筆で、手指の動きを体
感できるよう工夫され
ている。また、厚紙であ
り、管理面においてでも
工夫されている。 
（1・2年） 
○全学年で一貫したキ
ャラクター（パンダ）が
ポイントやアドバイス
を示しており、児童が自
分で意識しながらすす
められるよう工夫され
ている。（全学年） 

○「書初め」と「まとめ」
では「わたしのめあて」
を立て、主体的に学習で
きるよう工夫されてい
る。（ 3 年以上 ,3 年
p.35,41） 
○「国語の広場」では、

日常生活の中の書く場
面（1 年「はなしかたワ
ーク」、2年「かんさつ記
録」、3年「学習新聞」、4
年「本の紹介」、5年「提
案文」、6 年「五七五」）
について掲載したり、
「生活と書写」では「伝
え合い」を重視し、主に
手紙の書き方を詳しく
掲載したりして、日常生
活にいかすよう工夫さ
れている。 
（3年 p.42,4年 p.40） 

○「言葉の窓」では教科
の学習の基礎となる語
彙を扱った教材（1年「な
かまのことば」、2年「こ
とばあつめ」、3 年「様
子」、4年「分類」、5年
「表現力」、6 年「季節
感」）を掲載し、語彙指
導の改善・充実を関連付
けるよう工夫されてい
る。（全学年 4年 p.34） 
○「手書き文字と活字」
では、活字にあふれた日
常生活に目を向け、手書
きの意義を考えられる
ように工夫されている。
（6年 p.2） 

○新出漢字の書き順に
ついて数字ではなく企
画を増やした漢字を時
の左側に掲載している。
（2年 p.17） 
○復興支援ソングの一
節を「横書き」の教材と
して掲載し、未来に向か
って前進する学びとな
うように工夫されてい
る。（6年 p.35） 
○教科書への書き込み
欄を手本文字の下に配
置することで、左利きで
も手本を確認しながら
視写できるよう工夫さ
れている。（1年 p.13） 

○全学年を通して、考え
る、確かめて書く、生か
して書くという流れで
学習がすすむよう工夫
されている。（2年 p.19） 
○毛筆学習の導入部で
写真や解説を多く取り
入れており、字指摘に準
備や片付けができるよ
う工夫されている。 
（3年 p.3－8） 

 

       



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 社会 ）No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ａ 

○各学年の最初の単元
に，「つかむ」「調べる」
「まとめる」「いかす」
という学習段階をたど
りながら，「主体的・対
話的で深い学び」を実現
する問題解決的な学習
の進め方を具体的に示
し，児童が問題解決に向
けて主体的に取り組め
るよう配慮されている。 
○深い学びにつながる
「社会的な見方・考え
方」がイラスト（キャラ
クター）で示されてお
り，見方・考え方を働か
せて問題解決的な学び
を進めることができる
よう工夫されている。 

○ワイド判をいかし，見
開きを使った迫力のあ
るイラストや写真等の
資料を多数提示し，主体
的に楽しく学ぶことが
できるよう配慮されて
いる。（3年 p.73-74.122-
123 4 年 p.32-33 5 年
p.76-77） 
○防災教育やキャリア
教育，ICT など，現代社
会における今日的課題
について，児童が主体
的・多角的に考察できる
よう各学年で積極的に
取り入れられている。 
（6年 p.24-25他） 

○「D（デジタル）マーク」
が示す箇所には，クイズ
や動画など，学習への興
味・関心をより高めるこ
とができる Dマークコン
テンツが用意され，家庭
学習でも活用できるよ
う工夫されている。 
○「日本地図を広げて」
では，47都道府県の形と
特徴から名称をこたえ
るクイズなど，都道府県
や日本地図に対する興
味・関心が高められるよ
う工夫されている。 

○「残したいもの伝えた
いもの」では，松江城の
取り壊しの危機を救っ
た人々のことや松江市
の地域の文化財を活用
した町づくりについて
取り上げられている。 
（4年 p.140） 
○「今に伝わる室町文
化」では，雪舟が石見を
訪れたことが本文中に
示されている。 
（6年歴史編 p.58） 

○社会的な事柄に参画・
提案する「いかす」場面
（ポスターにして伝え
たり，自分にできること
を考えたりするなど）
を，今日的な教育課題に
かかわる箇所を中心に
例示している。 
（3 年 p.140-141,4 年
p.94-95,5 年下 p.138-
139,6 年政治・国際編
p.58-59） 
○「教科関連マーク」で，
他教科との関連が明示
されており，教科横断的
な視点から学習に取り
組むことができるよう
配慮されている。 
（4年 p.76,5年上 p.76） 

○3年から5年の巻末に，
学年の学習内容をさま
ざまな方法（考え方）で
振り返る「どのように学
んだかふり返ろう」が設
けられており，次の学年
の学びに生かされるよ
う配慮されている。（3年
p.146,4 年 p.179,5 年上
p.127,5年下 p.142） 
○6年の教科書は「政治・
国際編」と「歴史編」の
2 分冊構成とされてお
り，歴史学習が分断せず
に 1冊の本で学習できる
よう配慮されている。 

○どの学年も「学習の問
題を追究・解決する活
動」を重視した問題解決
的な学習を「学習問題を
つかむ・調べる・まとめ
る・いかす」を基本とし，
わかりやすく学習が進
められるよう配慮され
ている。 
○各学年の冒頭には，前
学年で学んだことと当
該学年学ぶことを掲載
し，巻末には，当該学年
で学んだことを掲載す
ることにより、見通しを
もって学習を進められ
るよう配慮されている。 

Ｆ 

○全学年の巻頭にある
「社会科の学習の進め
方」では、「つかむ・調べ
る・まとめる・つなげる」
の学習の流れがモデル
図を用いて示され、見通
しを持って学習に取り
組めるように工夫され
ている。 
○全学年の巻頭に「社会
科の見方・考え方」とい
うページを設け、どのよ
うな視点や方法で学習
していくかがわかりや
すく示されている。 

○歴史年表が古代から
現代まで見通せる形に
なっている。また、歴史
年表の読み取り方や「世
紀」「時代」という用語
の解説が年表の裏に記
載されている。 
（6年 p.69） 
○6 年生では写真や想像
図のスペースが大きく、
資料から読み取る力を
育てられるよう配慮さ
れている。（6年 p.75） 

○全学年で小単元の最
後に「次につなげよう」
のコーナーがあり、次で
何を学習するのかポイ
ントを明らかにするこ
とによって、学習の見通
しを立てられるように
工夫されている。 
○児童が普段目にする
世界地図と異なる向き
の地図が掲載されてお
り、多様な見方を引き出
したり、地図への関心を
広げたりできるように
工夫されている。 
（5年 p.6） 

○教科書の中に登場す
る子どもたちのセリフ
に「絵の全体を見ると」
のような吹き出しがあ
ることによって、社会的
な見方・考え方の視点や
方法を引き出しやすく
なっている。 
○５年上「日本の国土と
わたしたちのくらし」（5
年上 p.16）、6年「平和
で豊かな暮らしを目ざ
して」（6年 p.226～227）
では、竹島問題等の領土
に関する問題について
紹介されている。 

○全学年で「ひろげる」
というコーナーがあり、
これまで学習した内容
を使って実生活のこと
を探求できるように工
夫されている。 
○3 年の店で働く人の学
習では、児童が普段の生
活でよく目にするレシ
ートを教材として取り
上げたり、「買い物のし
くみ」について説明した
りするなど、生活場面と
のつながりが意識され
ている。（3年 p.48） 

○全学年で人口減少に
ついて考える教材が設
定されており、社会参画
に向けた資質・能力を高
められるように工夫さ
れている。 
（3年 p.157，4年 p.73，
5年 p.137，6年 p.42） 
○単元の導入が身近な
ところから始まってお
り、自然な流れで学習で
きるように工夫されて
いる。 

○学習の流れを示した
モデル図を挿入したり、
資料の読み取り方を示
唆する記述があったり
と円滑に学習を進めら
れるように工夫されて
いる。 
○「この時間の問い」で
各時間の問いを例示す
るとともに、終末の「次
につなげよう」で、次の
時間の問いにつながり
が持てるよう配慮され
ている。（6年 p.92） 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 社会 ）No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｌ 

○すべての学年で表紙
の裏に、問題解決的な学
習を進めることが出来
るように「調べる」「話
し合う」「まとめる」「や
ってみる」などの学習過
程が明示され、4 年間を
通して社会科の「学び
方」を身に付けることが
出来るように配慮され
ている。 
○「学び方・調べ方コー
ナー」を設け、情報検策
の方法や発表の方法を
明示し、児童が主体的に
学習に取り組めるよう
に配慮されている。 
○毎時間の学習課題の
例示や「見方・考え方コ
ーナー」を設けて、児童
が課題意識をもち、「社
会的事象の見方・考え
方」を働かせて問題解決
的な学習に取り組める
ように配慮されている。 
○「デジタル」のマーク
のある資料はウェブペ
ージにあるデジタル資
料を参照することが出
来るように工夫されて
いる。 

○6 年生では、学習指導
要領に示されている順
に公民分野→歴史分野
→国際理解の流れで構
成されている。 
○各学年 1冊にまとめら
れており、学年での学習
の見通しをもちやすく、
既習事項の確認もしや
すくなっている。 
○4 年「わたしたちの住
んでいる県」では、岡山
県が例示してあり、産業
や地理的特色の他「世界
とつながる地いき」の視
点で多文化共生につい
てまとめられている。自
分の県について調べる
際の新たな視点が示さ
れている。 
（4年 p.180‐188） 

○6 年歴史学習では、新
しい単元の最初のペー
ジに見開きのイラスト
が多く掲載されており、
児童がその時代を視覚
的にとらえ、興味関心を
もって学習を進められ
るように配慮されてい
る。 
○各単元の終わりに「わ
たしたちの学びを生か
そう」のコーナーが設け
られており、学習で身に
付けた社会的事象の見
方・考え方を活用して学
習を深めることが出来
るようになっている。 
○自然災害に関する学
習（4 年 p.70～、5 年
p.264～,6年 p.38～）で
は実際に国内で起きた
災害について多くの写
真が掲載してあり、児童
が関心をもって学習を
進められるように工夫
されている。 

○竹島に関して、日本固
有の領土であり島根県
に属していることが記
述してある。 
（5年 p.16、6年 p.225） 
○6 年歴史学習では、出
雲国風土記（p.68）や律
令制のころの石見国国
分寺の位置、（P.77）、奈
良の大仏建立のために
島根県からも銅が集め
られたこと（p.79）、平城
京出土の隠岐国の木簡
（p.80）などが掲載され
ており、島根県と中央政
府とのつながりが当時
からあったことがわか
り、児童の関心を高める
ことができるよう工夫
されている。 

○6 年「情報社会に生き
るわたしたち」では、SNS
やネットショッピング
などの便利な点だけで
なく気を付けるべきこ
と（メディアリテラシ
ー）について考える時間
が設けられており、道徳
科の授業や学級活動と
の関連が考えられる。 
（5年 p.200～203） 
○6 年政治の学習では、
「平成 26 年広島豪雨災
害」が取り上げられ、災
害と政治のつながりを
学習することで、児童が
政治をより自分たちに
身近なものであると考
えられるように構成も
工夫されている。 
（p.38～43） 
○人権・同和問題学習と
関連して学習できる内
容が記載されている。 
基本的人権の尊重（6 年
p.14～15）江戸時代の身
分制度（6年 p.138～139）
全国水平社（6 年 p.190
～191）公害（5年 p.238
～247） 

○6 年歴史学習では、新
しい単元に入ると教科
書の左端に年表が登場
し、今はどの時代の学習
なのかが一目で分かり、
歴史を１つの流れとし
てとらえることが出来
るよう配慮されている。 
○「むずかしい言葉」と
して語句説明の欄があ
り、簡潔明瞭に記されて
いる。 
○6 年教科書の巻末に
「自分の年表をつくっ
てみよう」コーナーがあ
り、年表に対する興味関
心を高めるとともに、自
分と日本や世界の出来
事についてのつながり
を考えることが出来る
ような内容になってい
る。 
○3 年生の棒グラフ資料
では、工場の数を歯車、
野菜の出荷量を段ボー
ルなどで表し 3年生児童
が、比較しやすいように
工夫されている。 

○どの学年も写真やイ
ラスト、グラフ、地図な
どが多数掲載されてお
り、児童が課題を見つ
け、問題解決的に学習を
進めていきやすいよう
に配慮されている。 
○イラストの児童の吹
き出しの内容を参考に
して、児童の話し合う場
面を充実させ、児童同士
のかかわりの中で学び
を深めていけるような
場面を効果的に設定し
ている。 
○課題設定や学習のま
とめの場面では、個人の
振り返りノートの例示
（5年 p.103、3年 p.121
など）や新聞（6年 p.209）
すごろく（4年 p.113）な
どいろいろな表現方法
が示されている。 

 

       



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 地図 ）No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ａ 

○ユニバーサルデザイ
ンに配慮された大判
（A4）全 102ページの構
成、色覚特性へのカラー
バリアフリーや、UDフォ
ントの使用、紙質も工夫
してあり、4 年間の使用
に耐えうる仕上がり（糸
がかりの強化、ニス引き
加工）になっている。 
○3 年生からの使用をふ
まえ、地図学習の導入が
スムーズに行えるよう
工夫がみられる。 
（p.7～14） 

○索引記号・番号に矢印
が付いている。また、方
位、縮尺、地形表現や、
地域の実態が分かるよ
うな写真資料が同ペー
ジに掲載されているた
め、その土地の理解が深
まる構成になっている。 
○各地の伝統工芸品や
名産品、郷土の発展に尽
くした偉人の記念館な
どを多数取り上げてお
り、郷土への誇りがもて
るよう構成されている。
益田・鹿足に関連する内
容として、森鷗外記念館
や笹ヶ谷、医光寺、わさ
び等が紹介されている。
（p.27） 

○多数のキャラクター
を随所において用いて
おり、地図活用の手掛か
りになっている。（p.5） 
○くらべてみよう日本
と世界」では、写真やイ
ラスト、図を効果的に用
いている。また、建物の
高さの比較や、オリンピ
ック・ワールドカップな
ど児童が知っているキ
ーワードを使うことで、
興味が持てるよう工夫
されている。（p.81～82） 

○日本の領土と周辺諸
国に関する内容が充実。
領土問題に関する用語
についても丁寧に解説
している。（p.15～16）ま
た、竹島に関する資料
（地理的・写真資料）も
掲載されている。（p.27
～28）北方領土や尖閣諸
島についても同様。
（p.15,18） 
○「日本の歴史と文化」
では、石見銀山（写真）
出雲大社・松江城（イラ
スト）が世界遺産として
紹介されている。 
（p.79～80） 

○索引や統計資料の文
字が大きくなり、行間が
広くなったので、読み取
りやすくなっている。索
引の見方も分かりやす
く提示されている。チェ
ック欄は履歴として使
えるので、もっと調べた
いという意欲につなが
る。（p.83～96） 
○地球儀の見方は特設
ページで丁寧に解説し
ている。（p.55～56） 
○世界全図の頁には、国
旗が地域ごとにまとめ
て掲載されている。  
(p.100～102） 

○3 年生配当以上の漢字
には読み仮名、説明文は
文節改行で読みやすい。 
○D マークを設け、デジ
タルコンテンツや Webサ
イトへリンクできるよ
うになっている。 
○教科書と同じ地図や
テーマを用いることで、
より詳細な情報を掲載
できる。  
○統計資料や世界スケ
ールの歴史地図、多くの
関連した写真を載せる
ことで、資料集としても
活用できるよう工夫さ
れている。 

○地図学習の導入から、
地域、国土、世界、歴史
学習へと 4学年の学習内
容を意識したつくりと
なっている。 
○統計資料の充実は、年
鑑と併せて学習するこ
とで、資料を読み取る力
を育てるのに効果的で
ある。（p.69～73） 
○自然災害と地形や気
候との関係について丁
寧に解説されている。
（p.97～99） 
○写真による世界遺産
の解説、主な貿易の相手
国とその内容、日本の歴
史を振り返る等の資料
から、世界に目を向け、
その中の一つの国であ
る日本を意識できる内
容となっている。 
（p.73～82） 

Ｊ 

○文字には、UDフォント
が使われ、文字サイズも
大きくなっている。各ペ
ージのレイアウトの統
一、文章の改行位置も工
夫され、読みやすい。 
○紙質にも配慮があり、
手触りがよく、めくりや
すく、製本も強固にでき
ている。 
○書き込み式のページ
があり、作業をしながら
学習ができるように工
夫されている。 
（p.1,10,12,13,14,） 
○「地図帳の使い方(2)」
に、索引の使い方が詳し
く説明されている。 
（p.17） 

○「世界発見！」では、
3 年生が世界地図に親し
みを持てるように載せ
る国が厳選され、関連す
るイラストや外国の挨
拶も掲載されている。 
（p.3～5） 
○「広く見わたす地図」
では、地名等の情報量が
適度に押さえられ、３年
生の地図学習の導入が
スムーズに行えるよう
に工夫されている。 
（p.19～28） 
○地図が中学年向けの
ものから高学年向けの
詳しい内容の順に配列
され、発達段階に配慮さ
れている。 
○見開きの右ページ部
にインデックスが色分
けされており、探しやす
くなっている。 

○「広く見わたす地図」
には、大きなイラストが
多数掲載され、地図に興
味を持たせる工夫がな
されている。（p.19～28） 
○高学年向けの詳細な
地図は、絵記号がくっき
りしており分かりやす
い。 
○「地図マスターへの
道」は授業だけでなく、
家庭学習でも使用でき
る。 
○各ページにキャラク
ターが登場し、子ども自
身が調べたり考えたり
できる作りになってい
る。 
○「都道府県の名前と位
置」では、形や文字や手
話で都道府県の興味・関
心を高める工夫がされ
ている。（p.115） 

○「日本の領土とそのま
わり」では、日本の領土
や排他的経済水域が一
目で分かるレイアウト
になっている。また、北
方領土・竹島・尖閣諸島
についても、写真ととも
に解説が掲載され、領土
問題に関心を持たせる
よう工夫されている。 
（p.29～30） 
○益田・鹿足に関連する
内容としては、SLやまぐ
ち号、鷺舞、わさびが掲
載されている。 
（p.21,37） 

○「世界発見！」では、
各国のこんにちはを掲
載し、外国語活動などで
も活用できるようにな
っている。（p.1） 
○「世界と地球儀」では、
地球儀の使い方が詳し
く掲載されている。
（p.73～74） 
○「集まれ！世界の子ど
もたち」では、外国の文
化や子どもに身近な内
容が掲載され、外国への
興味・関心を高める工夫
がされている。 
（p.75～86） 
○「日本の自然災害と防
災(1)」では、日本のどの
地域で地震が多く発生
するかが一目で分かる
ようになっている。 
（p.91～92） 
○「日本の自然災害と防
災(2)」では、地震への備
えを今と昔を比較しな
がら掲載し、防災意識が
高まるよう工夫されて
いる。（p.93～94） 

○表紙が、子どもたちが
気球に乗って世界中を
旅するイメージになっ
ており、地図学習に対す
るワクワク感が感じら
れる。 
○「広く見わたす地図」
には、スケールが「もの
さし」の形で示されてお
り、縮尺に馴染みやすく
なっている。（p.19～28） 
○「日本の自然のようす
(2)」の気候について、見
開きで分かりやすくま
とめてある。（p.89～90） 
○「日本の産業のよう
す」の農林水産業、工業、
貿易・観光がそれぞれ見
開きでまとめられ、地
図・表・グラフが大きく
分かりやすい。 
（p.89～90） 
○地図中に歴史の記号
もあり、６年生の歴史学
習でも使える作りにな
っている。 

○ページ全体に渡って
色づかいがよく、どのペ
ージをめくっても美し
い仕上がりになってい
る。 
○文字が大きくなり見
やすい。 
○全ての漢字にルビが
打ってあり、読みやす
い。  
○写真、イラスト、キャ
ラクターなどが多く使
用され、子どもが地図帳
を手に取ってみたくな
るように工夫されてい
る。 
○3 年生の使用を踏ま
え、丁寧に説明する部
分、情報量を制限して示
す部分があり、3 年生の
使用が考えられている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 算数 ）No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ａ 

○学年の発達段階に応
じて、問題解決のための
図やキャラクターなど
の吹き出しを設け、丁寧
な文脈の可視化を行い
ながら児童が考えて解
決できるように工夫し
ている。 
○1年生5月中旬までは、
入門期として、教科書に
そのままブロックがお
けるように、また、ノー
トの代わりに書き込め
るように A4 判サイズで
中綴じになっている。
（１年①） 

○割合について、2 学年
より段階的、系統的に分
数と関連づけたり倍を
取り扱ったりして割合
の素地を培ったり、学力
調査や結果を基にして、
割合の理解の深化を図
っている。（2年上 p.42） 
○加減計算の図解につ
いて、ブロックのシェー
マから○などの図に置
き換え、2 学年では必要
感に伴って段階的にテ
ープ図に置き換えてい
くなど、スモールステッ
プになっている。(1 年
②p.112～119) 

○6 学年で「算数卒業旅
行」を設け、クイズやパ
ズル、和算など楽しく学
習できる教材を用意し、
児童の興味関心に応じ
て、探究的な学習活動が
できるような工夫をし
ている。(6 年 p.228～
240) 
○実物の写真を使用し、
実生活との関連を意識
し、興味・関心を高め、
理解に役立つように工
夫されている。 

○協働的に対話を通し
て筋道立てて考察した
り表現したりする力を
育てるために友だちの
考えや対話を紙面に表
現し、それを読みながら
問題解決に取り組むペ
ージを設定している。（2
年下 p.16） 
○2 年生以上の単元末
に、当該単元の学習内容
と既習を数学的な見方・
考え方を介して統合す
る「つないでいこう算数
の目」を設定している。
(3年下 p.49) 
○「倍の見方」が別単元
になっている。 

○単元導入の「単元プロ
ローグ」では身の回りの
事象から数理を見いだ
し、議論する活動を取り
入れられるようにし、学
習と生活を関連づけ、日
常生活に学習を生かそ
うとする態度が身につ
くように工夫している。
(4年上 p.84） 
○4 年「折れ線グラフと
表」では、理科の気温の
学習を取り上げ、分かり
やすくまとめる方法と
して折れ線グラフや表
の有用性が味わえるよ
うにしている。 
（4年上 p.20） 

○プログラミング教育
について、第 5，6学年に
単元の学習と関連させ
た特設ページを設定し
ている。またプログラミ
ングができるデジタル
コンテンツを用意し、コ
ンピューターを活用し
たプログラミングにも
取り組めるようにして
いる。 
○統計単元について、問
題解決のストーリーに
必然性をもたせたり、問
題解決過程を図式化し
たり、身の回りの事象を
取り上げたりし、統計的
な問題解決の方法の段
階的理解を図っている。 

○「算数で読みとこう(2
学年以上)」「算数卒業旅
行(6 学年)」「ますりん
通信(2 学年以上)」「か
たちであそぼう(3 学年
以上)」など児童が関心
をもって探究して学習
できるようなページを
設けている。 
○授業のまとめでは、知
識や技能だけでなく、数
学的な見方・考え方もあ
わせて記述している。3
年の小数の学習では既
習を振り返り、統合的な
見方・考え方を価値づけ
ている。（3年下 p.10） 

Ｂ 

○単元カラーが領域別
に決められており、学習
の系統性を意識しやす
くなっている。 
（全学年） 
○学習過程を示した「タ
グ」が付けてあり、巻頭
の「算数まなびナビ」と
リンクしている。児童に
学び方が分かるように
なっている。 
（3年 p.95～96） 
○どの学年も 1冊で構成
され、学習の内容が見通
せたり、学び直したりす
ることができるように
なっている。また学校の
実態に応じて単元配列
の入れ替えが可能であ
る。 

○全学年、オリンピック
やパラリンピックに関
連した内容や問題が扱
われている。（3年 p.108） 
○日常生活に関連した
題材や、学習したことを
生活の中で生かせる問
題を扱っている。 
（4年 p.200） 
○5、6年では、「表やグ
ラフを生かそう」のコー
ナーを設け、統計的な問
題解決の一連の流れを
繰り返し示している。 
（5 年 p.182～183,6 年
p.76～77 

○3 年以上に「ふくろう
先生のなるほど算数教
室」のページが設定され
ている。このページでは
算数が社会で生かされ
ていることが実感でき
るような話や、単元末の
問題と異なる面白い問
題が扱われている。 
（5年 p.132） 
○「算数たまてばこ」で
は、日常生活から算数を
見付けたり、学習したこ
とを生かしたりするペ
ージが設定されている。 
（4年 p.179,2年 p.59） 

○文章や図・グラフを読
み取る力や、考えを表現
する力を育成するため
の「読み取る力をのばそ
う」のページが設けてあ
る。（6年 p.136～137） 
○「ひらめきアイテム」
に数学的な見方・考え方
が示されている。学習の
中で発見したアイテム
は巻末シートに記録し、
学習で活用できるよう
工夫されている。 
（3年 p.80,261～262） 
○3，4年の「そろばん」
では島根の「雲州そろば
ん」が扱われている。 

○算数を生かして仕事
をされている方へのイ
ンタビューを「算数おし
ごとインタビュー」とし
て掲載されており、キャ
リア教育に対応した指
導ができるように配慮
されている。（4年 p.251） 
○リンクマークを付け、
家庭科、社会科、理科な
ど他教科の関連を分か
りやすく示している。 
（5年 p.178） 

○全学年に「プログラミ
ングにちょうせん！」の
ページが設けられてい
る。発達に応じたプログ
ラミング的思考を育て
るようになっている。 
（2 年 p.212,6 年 p.194
～195) 
○学習したことを家庭
や生活につながるよう
「おうちで算数」が設け
られている。また、保護
者向けのサポートペー
ジがウエブサイトに掲
載されている。 
（1年 p.39） 

○単元末には「たしかめ
問題」が設定されてい
る。「たしかめ問題」で
は知識や技能を評価す
る問題だけでなく、思考
力・判断力・表現力を要
するやや長い文章問題
や、説明することを求め
ている問題が扱われて
いる。 
○単元末に「しっかりチ
ェック」「チャレンジ！」
のコーナーを設けてあ
り、児童の実態に応じて
問題が選択できるよう
になっている。 
（3年 p.76～77） 
○教科書に書き込んだ
り、教科書上の図を測定
したりするよう、作業が
しやすい工夫がされて
いる。 
（4年 p.146～147） 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 算数 ）No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｄ 

○紙面が全学年ＡＢ版
になっており、開きやす
く教科書上での書き込
みもしやすいように広
くなっている。 
○全体の課題を精選し、
学習指導要領に示され
た標準時間時数に対し
て 10～20％ほど少ない
時間数で本文内容を構
成している。 

○「知りたいな」「説明
したいな」「確かめたい
な」などのマークと横に
小タイトルを入れるこ
とで、そこで学習する基
礎・基本の知識や技能を
明示している。 
（5年下 p.56～57） 
○「アクティブ!!」では
生活の中での課題に対
して、自分で考え、班で
共有し、クラスでまとめ
るといった授業の流れ
を提示し、主体的、対話
的で深い学びが実現で
きるように設定されて
いる。 
（5年上 p.108～109） 
○データと折れ線が別
単元になっている。 

○児童が自力解決を行
う上で有効となる図の
指導を系統的に意識的
に取り入れている。4 年
生では４マス関係表を
取り入れることで、2 つ
の関係を簡単にわかり
やすくしている。 
（2年下 p.80～81） 
○単元のはじめでは、簡
単な漫画で本単元の学
習内容を紹介し、子ども
が学習の内容を理解し、
意欲をもって入れるよ
う工夫されている。 
（5年上 p.18） 

○学び方を学ぶという
側面を強く意識して作
られている。主体的な学
び、対話的な学び、深い
学びの 3つの学び方につ
いて、各学年のページの
問いの部分に例をあげ
てイメージしやすいよ
うに示している。 
○問題解決で必要とさ
れる「見方・考え方」の
中で重要な 9つを 9体の
モンスターで登場させ
ることで、子どもが意識
し、見方や考え方を身に
着けられるようにして
いる。 

○「みんなの町の算数」
ページを単元の内容と
関連させて活用するこ
とで、算数が役立つ場面
や算数のもつ美しさを
意識できるようにして
いる。（3年上表 2～p.1） 
○2年「ひょうとグラフ」
では、生活科の野菜を育
てる学習を取り上げ、野
菜を選んだ人数を分か
りやすくまとめる方法
として表やグラフの有
用性が味わえるように
している。（2年上 p.13） 

○どの学年でもプログ
ラミング的思考のペー
ジを設定し、筋道を立て
て考えることを意識で
きるようにしている。ま
た、QRコードより実際に
パソコン等で試すこと
ができるようになって
いる。 
○教師が指導すること
と児童が活動を通して
発見することをマーク
とまとめに分かりやす
くわけている。 

○子どもの思考に沿っ
て「～したいな」マーク
と小タイトルをつける
ことで、「今、何をして
何を学ぶのか」を子ども
が意識しやすくなって
いる。 
○問題解決で有効に働
く図の指導を大切にし
ている。４年生で４マス
関係表を取り入れるこ
とで、変わり方を理解し
やすくなるよう工夫し
ている 

Ｆ 

○各領域を貫く数学的
な見方に焦点を当てた
「算数のミカタ」が単元
の間や巻末に掲載され、
学びと学びをつなぐ役
割を果たしている。 
（5年 p.205,294,295） 
○「センスアップ」「算数
ミニクイズ」など、教科
書下部にコラムがあり、
知的好奇心に働きかけ
る工夫がなされている。
（3年下 p.40） 

○「整理のしかた」では、
目的意識をもちやすく、
必要感に迫られる問題
場面になるよう工夫さ
れている。 
（4年下 p.22～） 
○「円の面積」では、実
際の大きさの円が見開
きにあり、マスを数えて
およその面積が求める
ことができるよう配慮
されている。 
（6年 p.100～） 

○授業開きの特設教材
を用いることで楽しく
解決しながら、学習の進
め方を共有できるよう
工夫されている。 
○「広がる算数」では算
数とつながりのある事
象を取り上げ、子どもた
ちが興味をもって探究
的に取り組めるよう工
夫されている。 

○巻頭の「算数で使いた
い考え方」では、子ども
の言葉で見方・考え方を
表現し、言語活動の中で
見方・考え方を意識して
用いることができるよ
う工夫されている。 
○3 年のかけ算の筆算の
導入から 2本の数直線図
が使われており、倍の意
味を図と関連付けて考
えることができるよう
工夫されている。 
（3年下 p.2,3） 

○「単位量あたりの大き
さ」では、単元末で算数
を使って日常の問題を
解決する場を設け、学ん
だことのよさが実感で
きるよう工夫されてい
る。（5年 p.154） 
○2 年「たし算」では、
身近な場面から問題を
つくることができるよ
う工夫されている。 
（2年上 p.22,23） 

○単元のまとめでは、知
識、技能の確認だけでな
く、4 コマ漫画を用いて
見方・考え方が振り返ら
れるよう工夫されてい
る。 
○「友だちのノートをみ
てみよう」では他の人の
ノートのよいところを
見つける活動を通して、
段階的に表現力を高め
ていく工夫がある。 
（4年上 p.40） 

○「算数で使いたい考え
方」「算数のミカタ」「学
びのマップ」では、指導
内容や見方・考え方の系
統性を指導に生かせる
よう工夫されている。 
○子どもの問いから学
習のめあてをつくり、見
方・考え方をまとめ、新
たな問いへとつなぐ問
いの連続での構成が工
夫されている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 算数 ）No. （ ３ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｋ 

○単元の最後に「ふりか
えろう」として、これま
でに学習したことを統
合的・発展的に見直す機
会が設けられている。 
（5年 p.123） 
○「わくわく算数ひろ
ば」（活用単元）をまと
めて学期末に位置付け
ており、学習内容の定着
と全体の時間数の調整
が図られている。 
（5年 p.92） 

○演算決定に関わる図
として、1 年から 3 年に
かけて、具体的な操作を
図的に表現していく過
程を丁寧に示している。
数図ブロック→テープ
図（2年上 p.64）→線分
図（3年上 p.34）また、
第 3学年からは乗法・除
法の演算決定のときに
数量関係に着目できる
よう関係図を示してい
る。 
○巻末に教科書と同じ
分度器をつけている。（4
年上） 
○折れ線グラフとデー
タ活用が別単元になっ
ている。 

○児童自らが課題意識
や見通しをもって学習
に取り組めるよう「じゅ
んび」（単元のとびら）と
して日常生活や既習学
習と関連付ける工夫が
なされている。 
（2年上 p.10） 
○単元終了時の「やって
みよう」では、学びがよ
り深まる問題があり、児
童の興味・関心が高まる
よう工夫されている。 
（4年上 p.37） 

○多面的・多角的に考え
る資質・能力を育成する
ため、また、自分の考え
や意見を相手見伝え、自
分と異なる意見でも尊
重できるよう「学習の進
め方」の「大切なこと」
として 2年生以上の各教
科書に示している。 
（2年上 p.4～5） 
○全国学力調査で正答
率の低かった問題には
★マークを付けて意識
して取り組めるよう工
夫されている。 

○「みらいへのつばさ」
ではごみの量を題材に
し、社会科と関連付けて
いる。（4年下 p.110） 
○「どんな計算になるの
かな」（3年上 p.92）「さ
がしてみよう」（1 年
p.138）などが設定され、
算数と日常生活との関
わりを実感しながら学
習を進められるよう工
夫されている。 

○紙面に QR コードから
入ることのできるコン
テンツがあり、ICT 機器
を使った学習のサポー
トができるようにして
いる（5年 p.74） 
○出雲大社や雲州そろ
ばんなどが掲載されて
いる。 

○各学年で「教科書の使
い方」「学習の進め方」
「わくわく算数学習」
「わくわく算数ノート」
という学び方の基本形
が示され、6 年間を通し
て徹底されている。 
○3 年生以上では数量関
係に着目して演算決定
ができるように（比例、
倍、割合などの単元で）
「a の b 倍が c」を表す
関係図を数直線に併せ
一貫して扱っている。 

Ｌ 

○単元の始めに「次の学
習のために」として、こ
れから学習する内容と
関係する既習学習の問
題のページを設けてい
る。また、どの学年のど
の単元で学んだか分か
るように示されている。
（3年上 p.81他） 
○単元の終わりに、「た
しかめポイント」とし
て、基礎・基本を定着さ
せるための問題が設け
られている。つまずきや
すい内容については、
「わかっているかな？」
で学習の見直しをすす
め「まちがいやすい問
題」で学習内容を定着さ
せるようにしている。 
（5年上 p.50～51） 

○1年上では「あさがお」
「いちょうの葉」「まつ
ぼくっり」を、2 年上で
は「ミニトマト」を扱っ
ており、季節や子どもの
日常生活での経験とつ
ながりのある素材が扱
われている。 
（ 1 年上 p.71,1 年下
p.5,9,2年上 p.78～79） 
○各巻に「自分でみんな
で」を設け問題解決の学
習過程や多様な考え方
を示している。また、巻
末に「学び方ガイド」が
ついていており、どの学
習場面でも使えるよう
にしている。 

○5年下「正多角形と円」
では「六角がえしをつく
ろう」とし、作る活動を
とおして面の変化を楽
しむ導入となっている。
（5年下 p.56） 
○3年上「かけ算」では、
おはじきを使ったゲー
ムをし、その得点を求め
ることをとおして学ぶ
よう設定されている。 
（3年上 p.10） 
○「なるほど算数」では
昔の長さの単位や、外国
の長さの単位を扱った
り、身の回りの比を扱っ
たりなど、算数とかかわ
りのある様々な題材が
紹介されている。 
（ 3 年 上 p.90,6 年
p.121） 

○数学的な見方・考え方
を働かせて学べるよう、
2 年以上に折り込みを閉
じた状態で「見方・考え
方」等がカードにして示
されている。児童が考え
の見通しを立てるよう
に工夫されている。 
（ 2 年下 p.21,5 年上
p.31） 
○単元内に「どうしてが
いえるかな」と書き添え
られた練習問題があり、
理由や方法などを説明
する記述の問題が扱わ
れている。 
（4年下 p.53,118） 

○「ハロー！算数」では、
写真が多く用いられ、実
生活とのつながりを分
かりやすく表されてい
る。また、学習したこと
を実生活に活用できる
よう、手順や準備物が示
されている。 
（2年下 p.59） 
○4 年上「折れ線グラフ
と表」では、1 日の気温
の変化が扱われており、
理科との関連が図られ
ている。（4年上 p.40） 

○「ＷＥＢ」のマークを
つけ、学習内容の参考情
報をインターネットか
ら見ることができるよ
うにしている。 
（6年 p.21） 
○「算数ノートをつくろ
う」のページでは、ノー
トの書き方のモデルが
大きく、わかりやすく示
されている。 
（2年上 p.4～5） 
○4年生以上には「活用」
のページが設けられて
おり、複数の単元や領域
を結び付けた内容を用
いた問題が扱われてい
る。 
（4年上 p.124～125） 

○導入場面では、ページ
全体に写真やイラスト
が用いられており、児童
に興味・関心がもてるよ
うにされているととも
に、実生活とのつながり
を感じられるようによ
うに工夫されている。 
（ 3 年 下 p.22,6 年
p.126） 
○巻末に「算数マイトラ
イ」として、児童の実態
に応じた問題がまとめ
られている。中でも「し
っかりチェック」は、チ
ェック欄（□）が２つ設
けてあり、繰り返し学習
できるようになってい
る。 
（5年下 p.138～155） 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 理科 ）No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実態

や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ａ 

○各単元の導入で写真
やまんがを使って自然
事象への興味・関心を高
め、考察場面では理科の
見方・考え方を具体的に
示し、問題解決力の育成
をねらう内容としてい
る。 
○A4 判の紙面サイズに
よって学習事項に関す
る情報量と学び方に関
する内容の充実が図ら
れている。 

○3 年「音を出してしら
べよう」では、トライア
ングルを使った実験（3
年 p.109～p.114）を取り
上げ、「物の重さをくら
べよう」では、食塩と砂
糖の重さの比較（3 年
p.121～p.124）など身近
なものを対象として取
り上げている。 
○6 年「電気と私たちの
くらし」では、プログラ
ミングに関する内容を、
電気の利用を工夫する
活動の例として取り上
げている。（6年 p.159～
p.163） 

○各単元の導入で写真
やまんがを使って自然
事象への興味・関心を高
め、考察場面では理科の
見方・考え方を具体的に
示し、問題解決力の育成
をねらう内容としてい
る。 
○4年「物の体積と温度」
では、試験管の口に石鹸
水の幕を張って手で温
めてみる活動を紹介し、
どのような現象がみら
れるのか興味・関心をも
って取り組むことがで
きるような構成となっ
ている。 
（4年 p.128～p.129） 

○全学年の巻頭に問題解
決の過程を示す「理科の学
び方」のページがあり、学
習過程の手引きとなって
いる。 
（3～6学年共通 p.4～5） 
○4年では、季節ごとの樹
木などの様子を比べる資
料として、島根県出雲市の
風景を掲載している。 
（4年
p.17,p.75,p.177,p.163） 

○全学年の巻末資料「算
数科で学んだことを活
用しよう」で各学年の内
容に関連する算数科の
内容の要点を掲載して、
関連付けて学習できる
よう工夫している。（3年
p.169,4 年 p.205,5 年
p.173,6年 p.213） 
○5 年「台風と天気の変
化」や 6年「変わり続け
る大地」では、自然災害
の例を写真で示し、自然
災害や防災・減災につい
て考えることができる
ような内容となってい
る。（5年 p.69～71,6年
p.122～p.131） 

○各学年で育成を目指
す問題解決の力に焦点
を当てたメッセージ性
の高い巻頭見開きペー
ジ、巻末の学び方、実験
器具の使い方、身に着け
た資質・能力、学習内容
を振り返るページによ
って、理科で育成する力
を確実につかむことが
できるよう工夫されて
いる。 

○単元導入の興味・関心
を高めるためまんがや
写真を多く使った構成
や、思考力・判断力・表
現力の育成に重点を置
いた問題設定場面の構
成、理科の見方・考え方
や科学的な概念形成を
促す囲み枠、問題解決の
終末では振り返りの視
点を示すなど、問題解決
型学習に重点を置いた
構成となっている。 
○昆虫や植物、天体など
の鮮明な写真が多く、資
料性が高い。 

Ｂ 

○各学年の始めに「理科
の学び方」を掲載し、見
通しをもって主体的に
学習に取り組めるよう
にしている。 
○問題解決に必要な力
として、３年「問題を見
つけよう」、４年「予想し
よう」、５年「計画」、６
年「考察」の表記に★印
の表記をしている。 

○「天気と 1日の気温」
(4年 p.18)、「天気の変
化」(5年 p.6)、｢植物の
成長と日光」(6年 p.28)
など、配当時期が梅雨の
時期と重ならないよう
単元構成に工夫がみら
れる。 
○3 年「音のふしぎ」
(p.64)では、紙コップや
ビーズなど身近な物を
使って実験ができるよ
う配慮している。 

○巻末に「しぜんのかん
さつカード」「シールを
使った学習のまとめ」(3
年)、「星座シート」(4
年)、「災害カード」(5
年)、「クイズすごろく」
(6 年)などがあり、児童
に興味・関心をもたせる
資料がある。 

○考察場面や発表場面な
どで多様な表現活動を紹
介することで表現力を高
めるようにしている。 
(4年 p.162～p.163) 
○単元の終わりに「たしか
めよう」「学んだことを生
かそう」があり、その単元
の学習内容を振り返り説
明させることで、活用する
力を高めるようにしてい
る。 
○「昔からの鉄づくり」と
して古代出雲歴史博物館
の「ふいご」や、安来市の
和鋼博物館の「たたら得ら
れた鉄」の資料が紹介され
ている。 

○他教科と関連する資
料などには、「○○で学
ぶこと」と示し、系統的、
発展的な学びができる
ようになっている。 
（ 3 年 p.114,4 年
p.12,28,5 年 p.88,6 年
p.156） 
○ESD に関連して、6 年
は学年を通して日常生
活との関わりや環境と
のかかわりが意識しや
すくなっている。 
（6年 p.6～p.7,p.164～
p.165） 

○ユニバーサルデザイ
ンの観点から、文字の書
体を UD フォントを使用
したり、単語の途中で改
行せず文節で改行して
読みやすくしたりして
いる。（6年 p.19） 
○その学年で使用する
器具の使い方について、
巻末にまとめて記載し
ている。また他学年に渡
って何度も使用される
器具についても、その都
度使用方法を記載して
いる。 

○単元の導入ページで、
児童の身近な生活の写
真を見開きで掲載する
ことで、活動を通しての
問題を見つけやすくな
っている。 
○地域の特徴や季節な
ど考慮した単元構成が
行われている。 
○児童自ら準備でき、
様々な実験の方法が選
択できるように内容が
工夫されている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 理科 ）No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｄ 

○ページ数は少な目で
ある。 
 3年 180、4年 204 
 5年 192、6年 228 
○操作法や調べ方など
は巻末にまとめてある。 
 

○単元の配列が 1分野、
2 分野の順になってお
り、年間指導計画の作り
方に気を付ける必要が
ある。 
○星の学習で四季の星
の様子がまとめて出て
いる。北極星の見つけ方
が一番始めに出ている。
(4年 p.81～p.85） 

○風のはたらきに風車
や重りを使い、ゴムのは
たらきでは台車を使っ
て分かりやすくしてい
る。（3年 p.108,p.114） 
○電磁石のクレーンゲ
ームが児童の興味を引
く。（5年 p.123) 
○燃焼実験の考え方で、
100 個の空気の粒として
考える方法は児童にあ
っている。(6年 p.16） 

○観察の仕方がわかり
やすい。（3年 p.10） 
○観察のまとめ方がく
わしい。（3年 p.14） 
○月の動きと星の動き
がまとめてある。 
（4年 p.95） 
○単元がふりこからで
やりにくい。（5年） 
○花粉の様子がくわし
い。（5年 p.69） 
○冬から春の天気につ
いてくわしい。 
（5年 p.139） 
○須佐のホルンフェル
スの地層写真が掲載さ
れている。 
（6年 p.134） 

○物の重さは算数の学
習が終わってからでき
るようになっている。（3
年 p.156） 

○地温の測り方にペッ
トボトルを使うのが工
夫されている。（3 年
p.36） 
○植物の体のつくりで
実験液の割合が明記し
てある。（6年 p.55） 
○水の温まり方の実験
が分かりにくい。（4 年
p.141） 
○空気の温まり方の j実
験が危ない。（ 4 年
p.173 ） 
○雨水の流れで傾きチ
ェッカーが工夫されて
いる。（4年 p.59） 
○植物の光合成実験に
小松菜を使うのは良い。
（6年 p.74） 

○ページ数は少なく、内
容がまとめてある。 
○操作法、調べ方などは
巻末にまとめてあり、応
用して使うことができ
る。 
○実験の方法が工夫さ
れており、授業の準備が
しやすい。 

Ｆ 

○本が大型で厚い。 
 3年 200、4年 240 
 5年 228、6年 236 
○印字のフォントが見
やすい。 
○挿絵の色が落ち着い
ている。 
○図が明るく、余白があ
り見やすい。 

○単元配列が季節に合
っている。 
○実験の仕方がくわし
い。 
○実験方法が工夫され
ている。 
○巻末にリーフレット
がついていて、観察など
に使える。 

○風、ゴムのはたらきを
台車でまとめている。（3
年） 
○星座早見が巻末につ
いている。（4年） 
○人体の等身大図がつ
いていて、自分の体を想
像しやすい。（6年 p.50） 
○糸電話の実験の仕方
がいい。（3年 p.139） 
○巻末の観察シートが
役立つ。（3年） 

○発芽実験で条件統一
について詳しく、実験方
法が書かれている。（5年
p.26） 
○電磁石は実験方法が
詳しいが、自分で考える
には詳しすぎる。（5年） 
○顕微鏡の倍率がわか
りやすい。（6年 p.94） 
○２須佐のホルンフェ
ルスの地層写真が出て
いる。（6年 p.122） 

○気温折れ線グラフの
書き方や読み取り方が
詳しい。 
（算数で未履修 4 年
p.33） 
○振り子の実験の仕方
で平均の取り方が詳し
い。（算数、5年 p.102） 
○川から流れる水の写
真がわかりやすい。 
（災害、6年 p.130） 

○人体骨の模型が必
要。（4年 p.41） 
○単元名が電流となっ
ているのは科学的。（電
気という言葉は４年に
ふさわしくない。）（4年
p.50） 
○流れる水の働きプリ
ンカップの実験は失敗
が少ない。（5年
p.129） 

○1 つ 1 つの実験や考察
の行程が細かく、くわし
くなっており、実験や観
察の仕方などが身に付
くと考えられる。 
○写真等が多いがその
分、本が大型で重い。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 理科 ）No. （ ３ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｋ 

○各学年の始めに「自然
の不思議をとき明かそ
う」とし学習の進め方を
示してある。また①見つ
ける②調べる③ふり返
ると問題解決学習の過
程が示されている 

○気温が低いと実験の
成功率が下がる単元(6
年 p.92)は、夏休み後に
配当したり、「地面を流
れる水のゆくえ」(4 年
p.26)は、雨の多い時期
に配当したりするなど
年間計画に工夫がみら
れる。 
○「ヒトや動物の体」で、
ヒト（大人）の消化管の
模型を 12 人の児童が持
っている写真や、ウシの
腸の長さを 25 メートル
プールで表すなど、児童
がイメージしやすい配
慮が見られる。 
(6年 p.44) 

○巻末に「シート＆シー
ル」を使ってのプログラ
ミング学習や「月の満ち
欠けモデル」(6年)や「雲
の観察カード」(5 年)、
｢植物たんけんカード」
(3 年)などがあり、児童
の興味や関心を引く資
料がある。 
○巻末には、次の学年で
扱う実験や観察の場面
を写真で紹介し、理科の
学習への興味を広げて
いる。 

○問題解決の流れが一
目で分かるよう、問題解
決のステップを囲みで
示したり、矢印ラインで
1 本につないだりするこ
とで、主体的に問題解決
に取り組めるよう工夫
されている。 
○「器具の使い方」や、
学習の参考になる情報
には二次元コードが示
されており、動画やチェ
ックシートで確認でき
るよう配慮されている。 
○「理科の考え方をはた
らかせよう」では、ノー
ベル賞受賞者をはじめ
各学年にふさわしい科
学者を紹介している。 

○各学年とも、他教科と
関連した内容には教科
名と学習内容を示して
いる。（3 年 p.14,4 年
p.20,5年 p.44,6年 p.12
等） 
○巻末「算数のまど」に、
各学年の内容に関連し
た算数科の内容をまと
め、確認しやすい。（5年
p.180,181等） 
○各学年とも、単元末に
「まとめノート」があ
り、学習を振り返り、ノ
ートにまとめる際の見
本となっている。（3 年
p.33,4 年 p.41,5 年
p.25,6年 p.19等） 

○児童への負担を減ら
すため、教科書の軽量化
を行っている。 
○リトマス紙の色名を
記載したり、文字や引き
出し線への白い縁取り
(6 年 p.100)を行ったり
するなど、色覚特性を含
めた、全ての人が見やす
く、読みやすくデザイン
されている。 

○施設やデジタルの活
用、表現の仕方、器具の
使い方など、理科に必要
な技能を分かりやすく
整理して示されている。 
○他教科との関連が丁
寧に取り上げられてお
り、学んだことを活用で
きるようになっている。 
○各学年の目次ページ
に季節ごよみを掲載し
たり、単元導入から単元
末まで見通しをもって
児童自ら学習できるよ
う、実験・観察などの過
程を具体的に示したり
することで、主体的に問
題解決に取り組めるよ
う工夫されている。 

Ｈ 

       

見本本の送付がありませんでした。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 生活 ）No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ａ 

○どの単元でも表現活

動の場面がイラストと

吹き出しで掲載されて

おり、1 年生の児童にと

ってわかりやすく見通

しをもって学習できる

よう工夫されている。

(上 p.20,21) 

○「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」と学

習活動との関連を保護

者向けに示し、幼児教育

からの円滑な接続がで

きるよう工夫されてい

る。(上 p.1-(1) 

○「ぐんぐんそだてわた

しの野さい」は、「花の

せわと同じでいいのか

な。」と問いかけるなど、

1 年生での栽培活動の経

験が生かされるよう単

元が構成されている。

(下 p.12) 

○町探検が 2回設定され

ており、調べる、まとめ

るなどの活動を繰り返

すことにより気付きの

質を高め、学習を深める

ことができるよう構成

されている。 

(下 p.24,64,72) 

○大判にすることで、掲

載されている一つ一つ

の画像も大きくはっき

りとしており、昆虫の体

など細部まで見ること

ができるよう配慮され

ている。(上 p.57) 

○「いきもの図かん」に

は、生き物の飼育方法だ

けでなく、成長の様子も

掲載されており、児童が

関心を持って飼育を続

けられるよう工夫され

ている。（下 p.40,41） 

○「いきものとなかよ
し」では主に昆虫を取り
上げ、小動物に関しては
発展的な課題として紹
介しており、小動物を飼
育することが難しい状
況への配慮がされてい
る。（上 p.57～p.65) 
○公共施設について学
習する単元が町探検と
は別に設定されており、
校区に見学に適した公
共施設がない学校への
配慮がされている。 
（下 p.59～p.65） 

○「かんさつずかん」に

は、観察カードのかき方

や観察の仕方のポイン

トが示してあり、理科と

の関連が図られている。

（上 p.34,35) 

○下巻の右ページ上に、

他教科で身に付けた資

質・能力を生かす場面が

例示されており、効果的

に使って活動ができる

よう工夫されている。

(下 p.30,53) 

○巻末の「かつどうべん

りてちょう」は、習慣や

技能、学び方などがまと

めてあり、随時活用する

ことができるよう工夫

されている。 

(上 p. 115～122,下 p. 

107～128 ) 

○巻末のポケットずか

んはとりはずして持ち

歩けるようになってお

り、教室外での学習に携

帯できるよう工夫され

ている。 

（上 p.124～p.131) 

○大判の教科書で 1ペー

ジあたりの情報や資料

が多く、子どもの思考の

流れに沿った学びのプ

ロセスを掲載し、見通し

をもって授業づくりが

行えるように工夫され

ている。 

○育成を目指す資質・能

力が吹き出しとイラス

トで具体的に示されて

おり、「何ができるよう

になるか」がイメージで

きるよう配慮されてい

る。(上 p.18,19) 

Ｂ 

○「しようがっこうせい

かつはじまるよ」では、

15 分ごとの活動時間の

目安が示され、発達の段

階に合わせて無理のな

い活動ができるよう工

夫されている。(上 p.4，

5) 

○見開きごとに活動内

容を風船マーク内に端

的に表し、活動の見通し

がもてるよう配慮され

ている。(上 p.4) 

○上巻は、季節に沿った

大単元構成になってお

り、季節と活動、児童の

実生活が一体化するよ

う工夫されている。 

○単元の始めに単元の

ゴールの子どもの様子

を表す写真を載せ、子ど

もの活動意欲が高まる

よう工夫されている。

(下 p.18,19) 

○下巻「花ややさいの大
きくなるひみつはつけ
ん」では、色鮮やかな野
菜料理の写真が掲載さ
れており、野菜の栽培意
欲が高まるよう工夫さ
れている。(下 p.18) 
○モノクロの写真とカ
ラーの写真が効果的に
使われており、児童が自
然の色の美しさに感動
するよう工夫されてい
る。（上 p.62～p.65) 

○「わたしの町はつけ
ん」では、地域の方に向
けて発表をする活動が
紹介され、地域の実態に
合わせた表現活動がで
きるよう工夫されてい
る。(下 p.69)  
○上巻の栽培活動に、花
だけでなくサツマイモ
やダイズなどの野菜も
取り上げてあり、地域の
方との交流をしながら
学習が進められるよう
配慮されている。（上
p.19) 

○ページの右端に、「せ

いかつのことば」の欄が

あり、語彙に関心をもち

日常生活でも使える言

葉が増えるよう工夫さ

れている。(上 p.23) 

○「なつとなかよし」で

は、夏休みの過ごし方に

ついて、祭りなど地域の

伝統行事に参加したり、

暑中見舞いや絵日記な

ど表現活動をしたりす

ることを促している。

(上 p.42,43) 

○「がくしゅうどうぐば

こ」では、夜の長さを図

示し、生活と時間の関連

が意識できるよう工夫

されていたり、収穫した

野菜の調理方法が掲載

されていたりと、児童の

生活全般を通して活用

できるようになってい

る。（上 p.104～p.129，

下 p.106～p.137) 

○季節ごとに地域の行

事を取り上げたり、地域

と方との活動が紹介さ

れたりするなど、「社会

に開かれた教育課程」を

意識した内容となって

いる。（下 p43,61） 

○他教科との関連を意

識し、特に合科的・関連

的指導が効果的と思わ

れる場面にはわかりや

すいマークがあるなど

工夫されている。（上

p.5） 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 生活 ）No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｄ 

○「がっこうだいすき」
では、学校生活における
基本的生活習慣がイラ
ストで示され、安心して
学校生活をスタートす
ることができるよう配
慮されている。 
(上 p.1～p.5） 
○単元全体を大きく 4つ
の段階に分け、見開きペ
ージの左上に示すこと
で、そのページが単元の
どの段階に位置するか
ひと目で分かるよう工
夫されている。（上 p.2） 

○下巻「まちたんけん」
「あの人に会いたいな」
では、発見したことをさ
らに深く調べ、学びが深
まるよう工夫されてい
る。(下 p.8,9,16,17) 
○生活科の内容を「探検
単元」「遊び単元」栽培
単元」「飼育単元」「成
長単元」の 5 つの大単元
で構成し、それぞれの単
元で 1年生から 2年生で
広がりや深まりのある
ものに変化するよう構
成されている。 

○「わたしたちの野さい
ばたけ」のように単元の
始めべージに単元の終
わりの児童の生き生き
とした表情の姿の写真
を載せ、児童の興味・関
心を喚起するよう工夫
されている。 
(下 p.36,37) 
○学習カードの自己評
価欄や巻末の「まなびか
たずかん」のチェック欄
など、自分自身の成長に
気付くことができるよ
う配慮されている。 
(上 p.12,115) 

○「あの人に会いたい
な」では、地域の方を招
いて調べたことを発表
する活動を示し、各校の
実態に合わせることが
できるよう工夫されて
いる。(下 p.22,23) 
○「まちたんけん」では、
公共交通機関内の優先
席の表示、バスのステッ
プ、点字プロックなどを
取り上げ、障がいのある
人や高齢者など多様な
人々との関わりが捉え
られるよう配慮されて
いる。(下 p.11,14,15) 

○「わたしたんけん」で
は、原稿用紙を用いた作
文が紹介され、国語での
学習事項と関連が図ら
れている。 
（下 p.100,101) 
○「まちたんけん」では、
低学年の児童が理解し
やすい分量の絵地図が
示してあり、社会科での
地図学習へ段階的に移
行できるよう配慮され
ている。（下 p.6） 

○ワークシート例に、児
童の記録だけでなく教
師の朱書きも入れるこ
とで、児童の取り組みを
どのように認めたり、深
めたりしていくかの参
考となるよう配慮され
ている。(上 p.24，25) 
○イラストや文字の説
明だけでは児童に伝わ
りにくいと思われる内
容には QR コードが掲載
されており、動画で確認
できるよう配慮されて
いる。（上 p.21） 

○巻末に自己評価チェ
ック欄を載せ、自分の成
長を自覚することがで
きるよう工夫されてい
る。(上 p.115,下 p.104) 
○発達の段階に配慮し
た様々なワークシート
が例示されており、それ
らを参考にしながら気
付きや思いを書き込む
ことができるよう工夫
されている。 
(上 p.34,35) 

Ｆ 

○「きようから 1ねんせ
い」では、各べージに幼
児期の姿のイラストを
載せ、児童がこれまでの
経験を想起して新生活
をスタートすることが
できるよう工夫されて
いる。(上 p.8～13) 
○上巻下巻とも各単元
に振り返りの時間「なに
をかんじたかな」が設定
され、児童の気付きが活
動内容に合わせて表現
できるよう多様な表現
活動が例示されている。
(上 p.20,21) 

○生活科の教科目標を 6
つの力として整理し、見
開きのページことに特
に発揮すると効果的な
力をサイコロで示して
いる。(上 p.16) 
○「きせつとなかよしは
るなつ」では、「春」「夏」
と季節を限定しないこ
とで、地域やその年の気
候に合わせた校外での
活動が設定できるよう
配慮されている。 
（上 p.46p～p.59） 

○キャラクター「いぐ
ら」や「花ちゃん」「大
地くん」を設け、児童と
同じ目線で一緒に学習
できるよう設定されて
いる。(上 p.38,39) 
○生き物や木の実のク
イズを載せることで、児
童が興味をもって調べ
る活動ができるよう工
夫されている。 
(上 p. 53,76,77) 

○「えがおひみつたんけ
んたい」では、商店や公
共施設で仕事をする人
にインタビューする活
動が位置付けられ、地域
の実態に合わせて活動
できるよう工夫されて
いる。(下 p.60～69) 
○「ひんと」コラムで、
五感をつかう、比べる、
たとえる、試す、予想す
る、工夫するなどの学習
活動が繰り返し提示さ
れており、児童が繰り返
し使うことで身に付く
よう工夫されている。
(上 p.49) 

○単元のとびらに巻末
の「学びのポケット」の
インデックスをつけ、他
教科の知識・技能を活用
できるよう配慮されて
いる。 
( 上 p.127 ～ 136, 下 
p.117～136) 
○「理科へのまど」「社
会科へのまど」では、生
活科での学びが中学年
以降もつながることが
イメージできるよう工
夫されている。 
（下 p.11,29） 

○教科書の中に書き込
むことができる欄があ
り、キャラクターと一緒
に考えたことを書くこ
とができるよう工夫さ
れている。(上 p.21) 

○振り返りを見開きで
設定し、多様な表現方法
で振り返りをすること
で、気付きが深まるよう
工夫されている。 
(上 p.20,21) 
○「学びのポケット」で
は、各教科との関連を明
確にし、教科等横断的な
指導ができるよう工夫
されている。 
（上 p.127～ p.136,下
p.117～p.136) 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 生活 ）No. （ ３ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｉ 

○「あたらしいいちねん

せい」では、複数の写真

に短い児童のつぶやき

が添えられた絵本のよ

うな構成になっており、

入学直後の活動内容や

流れを具体的にイメー

ジできるよう工夫され

ている。（上 p.4～13） 

○全単元に「どうすれ

ば」コーナーが設けられ

ており、児童自ら考える

力を育てられるように

工夫されている。 

（上 p.20） 

○上巻では、四季をとお

して同じ画面構成で示

されており、季節を比較

しながら多様な気付き

や発見の喜びが感じら

れるよう工夫されてい

る。（上 p.46～47,74～

75,100～101） 

○巻末資料「ひろがるせ
いかつじてん」では、気
付きのポイントや観察
の視点、表現方法が紹介
されており、意欲的に表
現し、考えることができ
るように工夫されてい
る。 
（下 p.102～103） 
○「あそんでためしてく
ふうして」では、試行錯
誤している場面が写真
や吹き出しで紹介され
ており、自ら考え活動す
る楽しさや大切さが伝
わるように工夫されて
いる。（下 p.48～63） 

○上巻「なつのたのし
み」「ふゆのたのしみ」
や下巻「きせつのおくり
もの」では、各地域の伝
統行事などが示され、児
童が身近な伝統文化に
目を向けるきっかけと
なるよう配慮されてい
る。 
（上 p.60～61） 
（下 p.78～85） 

○「さかせたいなわたし

のはな」では、花の数を

グラフに表したり、種を

1０個ずつまとめて数え

たりして算数科の知識・

技能を活用できるよう

配慮されている。 

（上 p.39,41） 

○社会や理科、総合的な

学習の時間など中学年

以降の学習に結び付け

ていけるような活動が

示されている。 

（下 p.86～p95） 

○巻末資料「ひろがるせ

いかつじてん」では、災

害に関する注意点や防

災に関する事項、道具を

使用する際の注意点が

まとめてあり、いつでも

確認できるよう配慮さ

れている。 

（下 p.98～p.99） 

○単元が「ホップ」「ス

テップ」「ジャンプ」の

３段階で構成されてお

り、学習の流れやねらい

が示されている。 

○巻末には、各単元のジ

ャンプシールをまとめ

て貼り直し 1年間の学び

を視覚化し、成長を実感

できるよう工夫されて

いる。 

Ｋ 

○「がっこうだいすきあ

いうえお」では、幼児期

に親しんだ遊びや活動、

合科的関連的な学習活

動例の写真が充実して

おり、各教科等における

学習にスムーズに移行

できるよう配慮されて

いる。（上 p.1～16） 

○親しみやすいキャラ

クターが活動や気付き

を促したり、疑問を投げ

かけたりして学習を深

められるよう配慮され

ている。 

○町探検では、絵地図が

繰り返し使用され、発見

や気付きが増え、学びが

深まる実感が得られる

よう工夫されている。 

（下 p.30,36,76,82） 

○導入、主な活動、表現

活動という単元の流れ

を「わくわく」「いきい

き」「ぐんぐん」で明確

化され、学びのプロセス

が分かりやすく示され

ている。 

○紙面右下にめくり言
葉が設定され、児童の思
いや願いが次の活動に
つながるように配慮さ
れている。（上 p.7） 
○単元の導入には「わく
わくボックス」が配置さ
れ、「～したい」という
児童の思いや願いが高
まるよう工夫されてい
る。（上 p.22～23） 

○「大きくそだてわたし
の野さい」では、学習対
象が多様に紹介され、そ
の中から学校や児童の
実態に合わせて選択で
きるように工夫されて
いる。（下 p.14～25） 

○町探検では、気付いた

ことをもとに考えたり、

協働して多様な学習活

動を行ったりすること

で、「総合的な学習の時

間」につながるように工

夫されている。 

（下 p.90） 

○上下巻「きせつだよ

り」が設けられ、学校外

でも児童が力をつけて

いけるように工夫され

ている。 

（上 p.56,57） 

（下 p.10～11） 

○単元末の「できるかな 

できたかな？」コーナー

は、児童が活動をふり返

る自己評価の視点とし

て活用できるよう工夫

されている。（上 p.17） 

○生活科の学びのプロ

セスを考慮し「わくわ

く」「いきいき」「ぐん

ぐん」の３段階構成で単

元の流れが示されてい

る。 

○「すたあとぶっく」「ス

テップブック」が掲載さ

れ、学びの入り口と出口

が分かりやすい構成と

なるよう工夫されてい

る。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 生活 ）No. （ ３ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｌ 

○「いちねんせいになっ

たら」では、「幼児期ま

でに育ってほしい 10 の

姿」に対応した構成にな

っており、安心して学校

生活をスタートできる

よう配慮されている。 

（上 p.4～17） 

○タイトル、側欄、学習

カードなどが定位置に

置かれ、「何をしたいの

か」が明確な写真やイラ

ストで表され、見通しを

もって学習できるよう

に工夫されている。 

○関連ページへリンク

できるようなマークが

記されており、活動を広

げることができるよう

工夫されている。 

（上 p.21） 

○育成すべき資質・能力

の３つの柱に基づいた

「学習のめあて」が小単

元ごとに具体で示され

ており、児童が「何をど

う学ぶのか」がひと目で

わかるよう工夫されて

いる。 

（上 p.40） 

○「きれいなはなをさか
せたい」では、「やまお
り」することで、植物の
成長過程が一覧できる
よう工夫されている。 
（上 p.37～44） 
○「町たんけん 1」では、
板書や学習カード、話し
合いの場面が具体的に
示されており、学びが深
まるように工夫されて
いる。 
（下 p.18～19） 

○「町たんけん２」では、
デイサービスセンター
への訪問や高齢者との
ふれあいが紹介される
等、地域とのつながりや
継続的な関わりが丁寧
に扱われている。 
（下 p.62～79） 

○「いろいろな町のくふ

う」では、点字が紹介さ

れており、環境や福祉に

目を向けることができ

るように工夫されてい

る。（下 p.71） 

○写真、イラスト、吹き

出しなどが、「考えるた

めの技法」の活用と関連

付けられており、繰り返

し活用することで、自ず

と他教科や 3年生以降の

学習活動で生かせる力

が身に付くように工夫

されている。 

○巻末に「学び方」「し

ぜん・生活」の２つの図

鑑からなる「ちえとわざ

のたからばこ」が収録さ

れており、３つの柱の 1

つ「知識及び技能の基

礎」を網羅することがで

きるよう工夫されてい

る。 

○ページ左下に「学習の

めあて」が示され、見通

しをもって学習するこ

とができるように工夫

されている。 

○上下巻末に、必要な知

識及び技能、習慣が身に

付く図鑑・資料として

「ちえとわざのたから

ばこ」が掲載されてい

る。 

Ｈ 

       

見本本の送付がありませんでした。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 音楽 ）No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｆ 

○各学校や児童の実態
に応じて、基礎・基本を
確実に身に付ける主要
部分の教材と「音楽ラン
ド」に取り上げた選択部
分の教材を組み合わせ
ることにより、無理なく
学習が進められるよう
工夫されている。 
○見開きごとに学習の
ねらいと学び方を示唆
する「まなびナビ」が示
され、児童が見通しをも
って学習を進めること
ができるよう配慮され
ている。 
（1年 p.16,5年 p.22他） 

○見開きごとに教材や
活動に関連する「音楽を
形づくっている要素」を
「音楽のもと」と示した
り、新出事項を右端にま
とめて示したりして、児
童がその働きを意識し
ながら学ぶことができ
るよう配慮されている。
（4年 p.12･13） 
○音楽づくりの活動に
ついて、系統性と発達段
階に配慮した学習活動
が配置され、丁寧なステ
ップアップをねらうと
ともに、表現の他分野や
鑑賞領域の学習にもつ
ながるよう工夫されて
いる。 
（3 年 p.23→p.50→4 年
p.22･23） 

○学習のめあてや教材
曲、学習活動に即した児
童への助言や説明が分
かりやすく示されると
ともに、写真やイラス
ト、図等も学習内容に応
じ、児童の興味・関心を
引き出すようなものが
用意されている。（2 年
p.16,4 年 p.26 他,3 年
p.40～43,6 年 p.8～11
他） 
○アニメや映画のテー
マ曲等、児童に親しみや
すい楽曲が掲載され、表
現への意欲が高まるよ
う工夫されている。（5年
p.52･53,4年 p.27） 

○巻末には、全学年共通
で取り組むことができ
る教材が、学年に応じた
編曲により掲載されて
おり、全校で合唱や合奏
などを楽しむことがで
きるよう工夫されてい
る。（6年 p.69～71） 
○高学年で、発展的な合
奏曲が掲載されており、
思いや意図をもってア
ンサンブルができるよ
う工夫されている。 
（6年 p.32･33） 

○「音楽ランド」の中に
「Short Time Learning」
が設けられ、既習曲の英
語歌詞や英語の歌等が
掲載されており、教科横
断的な扱いができるよ
う配慮されている。 
（1 年 p.60,2 年 p.60･
61,3 年～5 年 p.62,6 年
p.50） 
○演奏家や狂言師から
のメッセージが掲載さ
れており、生活の中で音
楽に親しんだり楽しん
だりする心情を育むこ
とができるよう配慮さ
れている。（4･5･6 年巻
頭） 

○「音楽を表すいろいろ
な言葉」が巻末に掲載さ
れており、音楽を言葉で
表し、伝えるための手助
けとなるよう配慮され
ている。（2年 p.73,3年
以上 p.76） 
○3 年以上は巻末折込に
リコーダーの運指図が
掲載され、児童自身が随
所で確かめながら学習
に取り組むことができ
るよう工夫されている。
（3年以上 p.77） 

○我が国及び諸外国の
音楽から、様々な時代や
曲種のものにふれ、音楽
のもつ多様なよさや面
白さが感じ取れるよう
な教材が選定され、児童
が興味・関心をもちなが
ら学習に取り組むこと
ができるよう工夫され
ている。 
○系統的・段階的に少し
ずつステップアップし
ていくような教材配列
と扱い方、「まなびナビ」
の設定、理解を深めるた
めの透明シートや巻末
資料等、児童一人一人が
その能力を伸ばし、見通
しをもって学習が進め
られるような工夫がな
されている。 

Ｇ 

○題材自体、且つ一題材
に対する教材が精選さ
れており、選択部分「み
んなで楽しく」の教材を
弾力的に扱いながら、6
年間の学びがつながる
よう、段階的、系統的に
学習が進められる構成
になっている。 
○子どもやキャラクタ
ーの吹き出しを充実さ
せて、児童の学習をサポ
ートしたり活動を深め
たり広げたりする工夫
がなされ、児童が主体的
に、また児童同士が対話
的で協働的な学習が進
められるよう配慮され
ている。（2年 p.46・47，
3年 p.57，5年 p.17） 

○題材ごとに、音楽をつ
くっている要素〔共通事
項〕を中心に、音楽づく
り・歌唱・器楽・鑑賞の
学習が結び付けられて
教材が選択されており、
学んだことを関連付け
たり活用したりするこ
とができるよう工夫さ
れている。 
（4年 p.48～55） 
○各ページでは、学習の
ねらいや活動の手立て
を分かりやすく示すと
ともに、歌詞の内容や自
分の思いをきちんと伝
えるための声の出し方
や発音のしかたに関す
るものなど、技能をサポ
ートするコラムなども
各学年配置されている。
（1年 p.19，5年 p.38他） 

○身の回りで見つけた
音を音楽づくりの学習
と関連付ける活動を取
入れたり、音や音楽にま
つわる内容のコラムを
設けたりして子どもた
ちが音や音楽に対して
もった興味・関心と音楽
科の学習がつながるよ
うに工夫されている。 
（1 年 p.30・31，2 年
p.28、5年 p.45） 
○手拍子で演奏するこ
とができるものや鑑賞
教材とリンクさせたも
のなど児童の意欲を引
き出す合奏教材や、児童
が音楽文化の多様性を
理解することができる
ような鑑賞教材を取り
上げている。 
（5 年 p.74～77，4 年
p.56～59、6年 p.50・51） 

○郷土の祭りや芸能を
紹介する際には、石見神
楽を取り上げたり、子ど
もたちが参加している
写真を掲載したりして、
親しみをもちながら我
が国や郷土の音楽文化
を受け継ごうとする気
持ちを養えるよう工夫
されている。 
（4年 p.28・29） 
○掲示物や鑑賞学習、常
時活動など指導の手立
てとなるアイディアが
多数掲載されている。 
（3 年 p.40・41，5 年
p.46，3年 p.7，2年 p.15，
p.17，4年 p.7） 

○「ちいきにつたわる音
楽をしらべよう」では、
総合的な学習の時間と
の関連が図りやすいよ
うに調べる際の観点や
方法を示したり、英語歌
詞の歌や国語科で取り
扱われる教材の関連し
た楽曲等を掲載したり
して、教科横断的な学び
ができるよう工夫され
ている。（4年 p.28・29，
3年 p.77，4年 p.70・71） 
○音や音楽が果たす役
割について考えるきっ
かけとなる写真やコラ
ムを掲載し、児童に音楽
と生活や社会のかかわ
りを考える力が育つよ
う工夫されている。 
（5・6年巻頭，5年 p.22・
23，6年 p.47・74・75） 

○各学年、巻頭に「何を
学ぶのか」一年間の見通
しがもてるように提示
したり、巻末には「振り
返りのページ」を設けて
学習したことを確認で
きるようにしたりして、
児童の主体的な学びを
サポートする工夫がな
されている。 
○様々な状態にある児
童が等しく学習を進め
ることができるように
編集や紙面づくりに
様々な配慮がなされて
いる。（写真と重なる楽
譜は背景を白に…6 年
p.12・13，判別がしやす
くなる形や色、境界線な
ど（2 年 p.12・13，3 年
p.27） 

○授業で学んだ音楽に
より、子どもと生活と社
会がつながるように、ま
た、我が国や郷土に伝わ
る音楽文化を未来へ受
け継いでいけるように、
児童の興味・関心を引き
出すような写真、イラス
ト、コラムなどにより音
楽との出会い方に工夫
がなされている。 
○段階的、系統的な題材
構成、教材選択がなされ
ているとともに、分かり
やすくねらいや〔共通事
項〕が示されたり、児童
の思いと技能をつなぐ
ための細かなステップ
も示されたりしており、
児童が主体的に協働的
な学習を進めることが
できるよう、配慮がなさ
れている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 図画工作 ）No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｃ 

○写真や言葉の数がし
ぼってあり、適度な情
報量で見やすい工夫が
されている。 
（1･2年上 p8,9,26,27） 
○風景画『わたしのお
気に入りの場所』の教
材では、構図を意識さ
せる写真や、写実的な
塗り方だけでなく「気
持ちがつたわる描き
方」が分かる絵の写真
が示されている。 
（5･6年,p8･9） 
○粘土の題材は各学年

の実態に応じた適切な

提示がしてある。 

（全学年） 

○初めて使う水彩絵の
具の題材として、自由
な線を描くことを楽し
むということを取り上
げていて、子どもたち
が一定の価値観に縛ら
れることなく水彩絵の
具に出会えている。 
（1･2年上 p.24,25） 
○以前学習した技法を
使って表現している作
品が紹介されていて、
図画工作科の系統性の
大切さを意識すること
ができる。 
（3･4年上 p.36,37） 
○「動きの不思議」で
は、人の動きに注目す
ることで大まかな形を
学ぶ構成になってい
る。（5･6年上 p.20,21） 

○作品と共に制作途中
の児童の表情を捉えた
写真がたくさん使って
あり、自分もやってみ
たいと思える工夫がさ
れている。 
（1･2年上 p.20,21） 
○同じ教材を平面から
立体へと変化をつけて
構成してあり、学びが
深まるように配慮され
ている。（1･2年上 p.30，
31,42,43） 
○「外国の友だちの絵」
や歴史的に価値のある
文化財など、児童に触
れさせたい写真資料が
各教材に関連してほど
よく示されている。（5･
6 年下） 

○『墨から生まれる世
界』教材は水墨画を自
由に楽しむ構成となっ
ており、益田にゆかり
のある雪舟にもつなが
る教材である。 
（5･6年下 p.34,35） 

○身近にあるものを教

材としていて、身近な

ものから美しさを発見

できるように工夫され

ている。（ 1 ･ 2 年上

p.12,13,38,39） 

○板材から生活に役立

つ入れ物を作る教材で

は、使う場面を考えな

がら構想を練り、実際

に使うことが出来るた

め、実生活に生かすこ

とができる。 

（5･6年下 p.40,41） 

○巻末にいろいろな技
法や材料が載ってお
り、参考にしやすく、図
画工作科においても新
たな知識を得ることや
系統性を大切にするこ
とが意識しやすい。（全
学年） 
○各単元に『めあて』や
『ふりかえり』が示さ
れており、書かれ方が
児童にも教師にも分か
りやすい。また、使う道
具が名前と合わせてア
イコンとして示されて
いる。教科書が学習に
活用しやすい構成にな
っている。 

○どの題材も身近にあ
る材料を使い、限定さ
れた技法に絞って紹介
されているため参考に
しやすい。（1・2年上） 
○どの題材でも材料だ
けでなく、友達ともか
かわることで発見や工
夫ができるように配慮
されている。（1・2年上） 
○どの学年でも造形遊
びをベースとしてお
り、写実的に描いたり、
器用に作ったりするこ
とだけを目標にせず、
造形的要素を五感を使
って学べるような工夫
がしてある。（全学年） 

Ｌ 

○1・3 年下の紙版画の

教材は 3 種類の版画が

紹介されている。いろ

いろな種類があること

に触れることはできる

が、児童がイメージを

広げるためには掲載作

品数が少ない。 

○1・2年下 p18-19『し
んぶんしとなかよし』
では、造形遊びの様子
がアップと引きの両方
の写真で示されている
ため，C社の同等教材の
ページに比較して児童
がイメージを広げやす
い。 
○素材で遊んでみた
り、触ってみたりして
発見する題材は多い
が、対象をじっと見て
色や形に気づいたりす
る題材は少ない中、身
近な自然や物を見るこ
とで発見する題材を扱
っており児童が日常生
活を新たな視点で見る
きっかけづくりになっ
ている。（3・4 年上
p.18,19,22,23） 
 

○最初の見開きに身近
ないろいろな形、色の
ものをたくさん並べて
あり、日常を新しい視
点で見ることができる
工夫がされている。 
（1・2年上 p.5,6） 
○日常の中で写真を撮
るということが身近で
ある中、写真と周りの
環境を組み合わせると
いう題材は、児童の興
味関心をひくものであ
る。（3・4年上 p.30,31） 
○釘を打ってみたいと
いう児童の思いに沿っ
た題材である。打って
いるうちにいろいろな
物がひらめくという造
形遊びのよさが表れて
いる。 
（3・4年上 p.32,33） 
 

○巻頭ページには、日
本の文化である「盆栽」
や日本の作家の作品な
どが掲載されており、
地元にある美術館で本
物の作品に触れること
ができるものもあり、
美術作品を身近に親し
めるような工夫がされ
ている。 
（5・6年上 p.3,4） 
○水墨画を濃い墨・薄
墨を意識して学習する
題材があり、益田にゆ
かりのある雪舟にもつ
ながる教材である。（5・
6 年下 p10,11）また、
p56，57には関連した道
具などが示されており
和紙作りについても触
れられており、島根県
の産業（浜田市）との関
連も図れる。 

○身近にあるものを教
材としている上、同じ
種類のものを何個もそ
ろえるのではなく、い
ろいろな組み合わせを
考える題材となってい
て、より実生活に近い
題材である。 
（1・2年上 p.48,49） 
○鑑賞教材『わたしの
感じる和』は、日本に昔
から受け継がれてきた
ものに描かれている形
や色、イメージに触れ
る構成になっている。
美術作品が生活を楽し
く豊かにしていること
が押さえられる内容と
なっている。 
（5・6年下 p38,39） 

○児童の写真にはいろ
いろなルーツをもつ児
童を載せていて、多様
性のある社会を反映さ
せている。 
（1・2年上 p.16） 
○土で描くという題材
は、描くだけでなく触
感や質感までも体感で
きる題材であり児童の
五感を豊かにする工夫
がされている。 
（3・4年上 p.48,49） 
 

○「さわる」「ならべる」
「つなげる」「くみあわ
せる」「わける」「見る」
など学年の発達段階に
応じたキーワードで日
常生活の中の造形要素
に目を向ける工夫がな
されている。 
（全学年 p.34,35） 
○全体を通して、立体
と絵、造形遊びや鑑賞
などの教材のバランス
がよい。 
○中学校に向けて、抽

象的なテーマや心の中

を表現するような題材

も取り入れられてお

り、児童の視点を広げ

ている。 

（5･6年上 p.40,41,48,49） 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 家庭 ）No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ａ 

○調理途中の様子が細
かく写真に表されてい
たり、材料の大きさの目
安が実寸大で表されて
いたりするなど、まだ実
体験が乏しい児童にお
いて作り方が理解しや
すいように工夫されて
いる。（p.20,21,83) 
○巻末には、衣と食の基
礎基本の内容が実寸大
でまとめてあり、児童が
興味を持って学習に取
り組めると共に、必要な
技能が身につけられる
ように工夫されている。 
（p130～139） 

○「家族・家庭生活」に
おいて、基礎基本となる
ものを学んだ上で「家族
の団らん」を、設定し、
家族の一員としての協
力の大切や家族への感
謝の思いを持たせやす
くするなど、題材同士の
構成の仕方が工夫され
ている。（p.58～61） 
○学習後に「できたか
な」をチェックすること
で、その題材において身
につけておくべき内容
を児童が意識し、自分自
身で振り返りができる
よう工夫されている。 

○ページの位置にはキ
ーワードとなる絵と共
に、言葉が英語と日本語
で示されており、児童が
興味関心を持って学習
に取り組めるよう工夫
されている。 
○一緒に学ぶキャラク
ターは、児童にとって親
しみやすいものになっ
ている。また、キャラク
ターの吹き出しは、家庭
科の見方、考え方を促し
たり、学習したことを基
にさらに関心を広げた
りすることができるよ
う工夫されている。 
（p.19,29,43) 

○家庭科の見方、考え方
を「家庭科の窓」として
設定し、自分の生活から
課題を見つけ、解決でき
る力を高めることがで
きるよう工夫されてい
る 
○「プロに聞く」や「日
本の伝統」のコーナーを
設けることで、より広い
視野での見方や考え方
ができるように工夫さ
れている。（p.22,48,91) 

○カリキュラム・マネジ
メントを基盤とし、他教
科と深く関わっている
題材について明記して
あり、児童の学習への関
心が広がるよう工夫さ
れている。（p.56,87） 
○各題材の終末に「深め
よう」があり、発展的な
学習へとつながる工夫
がされている。 
（p.38,85,94） 

○写真のカラーは落ち
着いた色合いであり、過
度な刺激がなく、児童に
とって見やすい工夫が
されている。 
○実習において、児童が
なかなか理解しにくい
場面では、デジタルコン
テンツが設定してあり、
児童にとっても教師に
とっても学習が進めや
すい工夫がされている。 

○「生活変えるチャン
ス」というページを設
け、家族や地域の人と関
わりながら学習したこ
とを生活に生かす方法
について学ぶことがで
きる。課題設定の仕方か
ら評価・改善の仕方まで
手順を示し、実践がしや
すいよう工夫されてい
る。 
○どの題材においても、
学習の流れがステップ 1
～3 で示されており、見
通しを持って学習をす
ることができる。ステッ
プ 3では、具体的な例が
豊富に示され、家庭生活
に生かしやすくなって
いる。 

Ｃ 

○家庭科学習スタート
の調理実習では、沸騰の
様子や火加減など、細か
なステップを踏んで繰
り返し学習することで、
基礎・基本の定着を図る
工夫がなされている。
（p.10～16） 
○実習例や制作例は豊
富に掲載されており、技
能レベルを★の数で表
すことで難易度がわか
り、児童の実態に合わせ
て取り組めるように工
夫されている。 
（p.44.46.115） 

○すべての題材の始め
に「学習のめあて」を示
すことで、学習の見通し
をもち、どんな力をつけ
るとよいのかがわかる
ように工夫されている。 
（p.10,20,28) 
○調理実習や制作の後
には「できたかな」で基
礎・基本を振り返り、さ
らに、学習の終わりは
「ふりかえろう」「生活
に生かそう」により、自
己評価したり生活に生
かすことを喚起したり
できるよう工夫されて
いる。（p.114,15,19) 

○題材の導入は、必ず写
真やイラストを配置し
フォトランゲージの手
法を用い、主体的・対話
的で深い学びができる
ように配慮されている。
(p.28,34) 
○家庭科の内容と関連
した職業についている
プロの、考え方や活動を
示すことで、さらに広く
深く調べるきっかけや、
将来につながるキャリ
アの紹介にもなってい
る。(p.43) 

○家庭科の見方・考え方
の視点を四つ葉で示し
たり、実践する際に大事
な視点を示したりして、
家庭科の学習のねらい
を念頭に置いた活動に
なるよう工夫されてい
る。（p.31,39) 
○今回新しく取り入れ
られた「生活の課題と実
践」は、学習過程に沿っ
て丁寧に説明してあり、
課題解決的な学びにつ
なげられるように工夫
されている。(p.76～79) 

○「チャレンジコーナ
ー」では具体的な例を学
期のまとまりごとに示
し、長期休業などに家庭
で実践ができるように
工夫されている。 
○家庭科の学習とつな
がりがある内容につい
ては、学年と教科・単元
名が示してあり、見通し
や関連付けができるよ
うに工夫されている。
(p.9,21) 

○各ページの下部にあ
る「一口メモ」には、そ
のページに出てきた難
しい言葉の意味や情報
などを載せ、家庭科に関
する豊かな知識にふれ、
興味が持てるように配
慮されている。 
○二次元コードを読み
取ることで、写真だけで
はわかりにくい制作の
仕方実験動画などを見
て、確認することができ
るように配慮されてい
る。(p.23) 

○ユニバーサルデザイ
ンを意識し、見開きペー
ジに左から右の並びに
なるように写真や図を
配列し、分かりにくいと
ころはさらにイラスト
で細かく示している。ま
た、読みやすい文章にな
るように、単語が行をま
たがないように配慮さ
れている。 
○各題材の３つの学習
のめあては、それぞれ学
習指導要領の指導項目
に対応したものであり、
主体的・対話的で深い学
びができるように工夫
されている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 保健 ）No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ａ 

○「まめちしき」や「解

説」「資料」など、詳し

い内容や大事な言葉に

ついて補足してあり、理

解しやすい工夫がされ

ている。 

○インターネット犯罪

について、4 コマ漫画で

具体例を挙げ、危険を理

解しやすいように工夫

されている。（5･6 年

p.36） 

○写真やイラストを効

果的に使い、課題提示か

らまとめまで、1 時間の

学習の進め方が明確な

構成になっている。 

○教科書に直接書き込

めるようになっており、

自分の考えを書いた後、

友達の考えも書くよう

になっている。また、話

し合い活動を通して学

習を深めることができ

るよう工夫されている。 

○「体の成長とわたし」
では、1 歳ごろのくつや
手の大きさを現在の自
分と比較する体験を通
して、成長を実感できる
よう工夫されている。
（3･4年 p.24･25） 
○保健学習の導入では、
児童の健康を守る活動
を紹介し、自分たちの健
康について興味関心を
高める工夫がされてい
る。（3･4年 p.3） 

○「けんこうな生活」で
は、1 日の過ごし方のモ
デルを比較し、よりよい
生活リズムについて具
体的に考えられるよう
工夫されている。（3･4年
p.12･13） 
○「体の成長とわたし」
では、普段の生活ででき
る運動を具体的に取り
上げ、体を動かすことへ
の意識を高める工夫が
されている。（3･4 年
p.42） 

○「けんこうな生活」で

は、体の部分の名前を英

語で紹介し、外国語との

関連を図っている。（3･

4年 p.10） 

○各ページで「つなげよ

う」の表記があり、家庭

科や理科、道徳等との関

連が図れるように工夫

されている。 

○QR コードやアドレス

を紹介し、その学習に関

連した動画やシミュレ

ーションなどのコンテ

ンツを利用して学習が

深められるよう工夫さ

れている。 

○AED を使用した救急法

の流れが示されており、

AED への理解を促す工夫

がされている。（5･6 年

p.46） 

○教科書に直接書き込

めるよう構成されてお

り、自分の考えを書いた

後、友達の考えも書くよ

うになっている。また、

話し合い活動を通して

学習を深めることがで

きるよう工夫されてい

る。 

○「けんこうな生活」で

は、体の部分の名前を英

語で紹介し、外国語との

関連を図っている。（3･

4年 p.10） 

Ｂ 

○保健学習の導入で、夢

について考えることで、

健康の大切さを意識で

きるよう工夫されてい

る。（3･4年 p.3･4） 

○各章のはじめに見開

きでイラストがあり、身

近な生活について振り

返ることができるよう

工夫されている。 

○「心の健康」では、不

安や悩みについて具体

例とその解決法につい

て示されており、自分の

経験と照らし合わせて

考えられるよう工夫さ

れている。（5･6年 p.14） 

○シンプルなイラスト

を中心に、図表がバラン

スよく配置してあり、見

やすい構成となってい

る。 

○キャラクターを使っ
て大切なポイントを押
さえ、児童が興味関心を
もって学習に取り組め
るよう工夫されている。 
○「育ちゆく体とわた
し」では、シールを使っ
て身長の伸びをグラフ
で表し、児童の興味関心
が高められるよう工夫
されている。（3･4 年
p.25） 

○「毎日の生活とけんこ
う」では、いつ手を洗う
かを確認することで、手
洗いの必要性について
考えることができるよ
う工夫されている。（3･
4年 p.14） 
○「育ちゆく体とわた
し」では、子どもの成長
を祝う行事があること
を紹介し、自分を大切に
する気持ちが高められ
るよう工夫されている。
（3･4年 p.34） 

○他教科や既習事項、ま

た今後の学習との関連

が図れるよう表示がさ

れており、横断的・発展

的に学べるよう配慮さ

れている。 

○下段のミニちしきで

は、用語の解説だけでな

く、生活の中で役に立つ

具体的なアドバイス等

が示されている。 

○家庭や地域で取り組

むとよい活動に「おうち

マーク」や「ちいきマー

ク」を付け、学んだこと

を実践的に生かせるよ

う工夫されている。 

○QR コードから動画や

資料を使い、学習を深め

る工夫がされている。 

○「育ちゆく体とわた

し」では、シールを使っ

て身長の伸びをグラフ

で表し、児童の興味関心

が高められるよう工夫

されている。（3･4年 p25） 

○各章のはじめに見開

きでイラストがあり、身

近な生活について振り

返ることができるよう

工夫されている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 保健 ）No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｍ 

○学習のまとめに関す

る記述は色分けがして

あり、学習内容が分かり

やすいよう工夫されて

いる。 

○「毎日の生活とけんこ

う」では、1 週間の生活

調べの結果から、心や体

の調子を整えるために

必要なことが考えられ

るよう工夫されている。

（3･4年 p.8） 

○各章の最後には、「わ

たしの○○宣言」として

学習のまとめを行い、日

常生活に実践的に生か

せるよう工夫されてい

る。 

○「調べてみよう」「話

合ってみよう」等の学習

活動を設定し、スモール

ステップを踏みながら

学習を積み上げ、最後に

「新しい自分にレベル

アップ」で自己評価でき

るよう工夫されている。 

○「体の発育・発達」で
は、自分の身長の伸びを
自ら記入しやすくして
あり、学習への興味・関
心を高めるよう工夫さ
れている。（3・4年 p.20） 
○「病気の予防」では、
導入に病気についての
イメージマップを作成
し、学習への興味関心を
高めるような工夫がさ
れている。（5･6年 p.30） 

○「病気の予防」では、
主なおやつの塩分や脂
肪の量について考える
ことを通して、生活習慣
病の予防への意識を高
める工夫がされている。
（5･6年 p.39） 
○「毎日の生活とけんこ
う」では、自分の生活を
イラストでチェックす
ることで、生活リズムを
整えるための実践に向
けて、意識を高める工夫
がされている。（3･4 年
p.9） 

○「毎日の生活とけんこ

う」では、手や衣類の汚

れについての実験を写

真で提示し、日常生活に

実践的に生かせるよう

工夫されている。（3･4年

p.11･12） 

○「体の発育・発達」で

は、新体力テストの記録

や合計点が発育や生活

習慣と深いつながりが

あることをグラフで示

し、関連が図れるように

配慮されている。（3･4年

p.19,31） 

○「体の発育・発達」で

は、給食の地産地消の推

進から郷土料理につい

て記載し、QRコードで詳

しく調べられるよう工

夫されている。（3･4 年

p30） 

○「けがの防止」では、

犯罪被害を防ぐ標語『き

ょうはいかのおすし』を

記載し、意識を高める工

夫がされている。（5･6年

p.22） 

○学習のまとめに関す

る記述は色分けがして

あり、学習内容が分かり

やすいよう工夫されて

いる。 

○各章の最後には、「わ

たしの○○宣言」として

学習のまとめを行い、日

常生活に実践的に生か

せるよう工夫されてい

る。 

Ｎ 

○各章のはじめに 4コマ

漫画を掲載し、学習への

動機づけを図る工夫が

されている。 

○「けがの防止」では、

発展学習として自然災

害の中でも地震につい

て詳しくとりあげ、地震

から身を守る方法を考

えることで、災害への意

識を高める工夫がされ

ている。（5･6年 p.36） 

○学習の流れが『はじ

め・なか・おわり』で構

成されており、さらに、

『考えよう』『話し合お

う』『調べよう』などの

活動が分かりやすく示

されている。 

○「心の健康」では、コ

ミュニケーションにつ

いて具体的な場面を取

り上げて紹介し、よりよ

いコミュニケーション

の方法について考える

ことができるよう工夫

されている。（5･6 年

p.15） 

○表紙の裏ページに、ア
スリートから児童への
メッセージが掲載され
ており、保健学習への興
味関心を高める工夫が
されている。 
○「体の発育と健康」で
は、それぞれ身長の伸び
があることを 6人の例を
挙げて、発育の仕方に個
人差があるよう説明し、
自分自身の発育に興味
関心を高める工夫がさ
れている。（3･4年 p.26，
27） 

○「けんこうな生活」で
は、スマートフォンやタ
ブレットの使い方と生
活リズムについての資
料が掲載されており、具
体的なルールについて
考えることができる工
夫がされている。（3･4年
p.15） 
○「体の発育と健康」で
は、運動量のめやすがイ
ラストで分かりやすく
示されており、運動量の
確保を促す工夫がされ
ている。（3･4年 p.35） 

○「体の発育と健康」で

食事のとり方や朝食、給

食のことにもふれ、食の

学習との関連が記され

ている。（3･4年 p.36） 

○「けがの防止」では、

歩きスマホの危険性に

ついて具体的な場面を

紹介し、日常生活で注意

を促す工夫がされてい

る。（5･6年 p.29） 

○関連する動画の QR コ

ードや発展学習の資料

などを掲載し、学習が深

められるよう工夫され

ている。 

○章の終わりに学習の

まとめのページを設け、

振り返りだけでなく、学

習の確認もできるよう

に工夫されている。 

○各章のはじめに 4コマ

漫画を掲載し、学習への

動機づけを図る工夫が

されている。 

○QR コードを掲載して

いるページが多く、動画

やウェブサイトを活用

して、学びを広げるよう

工夫されている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 保健 ）No. （ ３ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｏ 

○1 時間の学習を見開き

2 ページの基本構成と

し、見通しをもって学習

できるように工夫され

ている。 

○普段の自分の生活を

チェック項目で振り返

ることで、自分自身の生

活のしかたとかかわら

せ、学習への意識が高ま

るよう工夫されている。

（3･4 年 p.6･9,5･6 年

p.40･42） 

○「つかむ」「考える/調

べる」「まとめる・深め

る」という構成になって

いる。また、単元末には、

「ふり返る」「深める」

「つなげる」という学習

のまとめと実生活への

取組がつながるように

記されている。 

○「心の健康」では、『よ

いところ見つけ』や『気

持ちの伝え方』などの実

習を通して、よりよい人

との関わり方について

考える工夫がされてい

る。（5･6年 p.9） 

○「もっと知りたい・調
べたい」を設け、児童の
興味・関心や学校の実態
に応じて、学習したこと
を広げたり、深めたりす
ることができるよう構
成にしている。 
○「体の発育・発達」で
は、紙テープを使って 1
年間の身長の伸び記録
し、さらに 6年の卒業時
まで継続して活用でき
るように工夫されてい
る。（3･4年 p.22） 

○「健康な生活」では、
生活リズムチェックが
家庭でできるように工
夫されている。（3･4 年
p.11） 
○「心の健康」では、い
じめに関する具体的な
場面を取り上げた資料
を掲示し、いじめについ
て考えることができる
ように工夫されている。
（5･6年 p.17） 

○各教科や既習事項と

関係する学習には『関

連』として明示してあ

り、関連を図りやすい工

夫がされている。 

○裏表紙の内側に健康

を守る仕事が紹介され

ており、キャリア教育と

の関連が図れるような

工夫がされている。（5･

6年 p.57） 

○「くわしい説明や関連

するじょうほう」「教科

書サイト」「おうちで」

「ちいきで」などを表示

し、学習を広げたり深め

たりする工夫がされて

いる。 

○実験や観察などの科

学的な写真資料をバラ

ンスよく配置し、科学的

な見方や考え方が養え

るよう工夫されている。 

○1 時間の学習は発展的

な資料等を除いて見開

き 2ページに収まるよう

に工夫されている。 

○「友達と」マークなど

を示し、教え合う、学び

合う活動が随所に設け、

主体的・協働的に学ぶ態

度が育成されるよう工

夫されている。 

 

       



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 外国語 ）No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ａ 

○各学年の教科書の総
ページ数及び「Unit」数
は、5、6年ともに 8Unit 
96ページである。 
○5 年生のテーマは「自
分・地域・日本」で、6年
生のテーマは「世界の
人々・世界と日本・中学
校への扉」となってお
り、発達の段階に応じた
広がりをもったテーマ
設定となっている。 

○各単元で「出会う」「慣
れる」「楽しむ」「広げ
る」の 4段階の学習をそ
れぞれ見開き 2ページ、
2 単位時間で扱うよう一
貫して構成されており、
紙面から授業全体の流
れやポイントが伝わる
よう配慮されている。（5
年 p.12、13） 
○各単元の初めのペー
ジに最終ゴールが明示
されており、児童自身が
見通しを持って学習し
やすいよう工夫されて
いる。 
○各単元の「出会う」「慣
れる」「楽しむ」「広げ
る」の４段階のそれぞれ
に「Small Talk」の例が
掲載され、活用しやすい
よう工夫されている。 

○巻末に活動で使うカ
ードが用意され、またそ
れぞれの活動で使用し
た後に振り返りのペー
ジに張り付けられるよ
うになっており、学習に
興味を持って取り組ん
だり、学習を整理したり
しやすいよう工夫され
ている。 
○ Picture Dictionary
が教科書とは別冊でつ
いており、児童の興味関
心に応じて様々な方法
で活用できるよう工夫
されている。 

○Enjoy Communication
では、やり取りの方法や
使用する表現が示して
あり、不安感を軽減して
取り組めるよう工夫さ
れている。 
（5年 p.14） 
○「読むこと」「書くこ
と」に慣れ親しませるた
め、1 単位時間で学んだ
表現を一文ずつ書き溜
めていけるよう「Let's 
Read and Write」のペー
ジが設定されている。 
（6年 p86～89） 

○各ユニットの「日本の
すてき」のコーナーで
は、日本で活躍する外国
の人の話を聞けるよう
になっており、グローバ
ル社会やキャリア教育
にも目が向けられるよ
う配慮されている。 
（5年 p.17） 
○各ユニットに Challenge
が設けられ、学んだ表現
を使って自分の日常生
活に関連した事柄を話
すことができるよう工
夫されている。 
○単元末に異文化情報
が掲載されており、児童
が外国語によるコミュ
ニケーション における
見方・考え方を働かせな
がら、自ら読み進めるこ
とができる。 

○QR コードがついてお
り、タブレット等の情報
機器で読み取って活用
できるよう工夫されて
いる。。 
○見開きページ２ペー
ジの上下に、歌やチャン
ツ、Small Talk や Word 
Linkなどがあり、指導の
実態に沿って組み合わ
せて授業を構成するこ
とができるよう工夫さ
れている。 

○教科書本体が A4 サイ
ズで、児童が書き込んだ
りワークシートやカー
ドなどを切り貼りした
りする活動がしやすい。
また、別冊で 5年生から
2 年にわたり使用する
Picture Dictionary が
あり、児童が自分で選ん
だ言葉で話したり書い
たりするときの材料を
見つけるのに便利であ
る。 

Ｃ 

○各学年表紙裏に 1年間
で何ができるようにな
るかが「CAN-DOマップ」
として示されており、1
年間の学習事項に見通
しがもてるように工夫
されている。 
○各学年の教科書の総
ページ数及び「Lesson」
数は 5 年 9lesson119 ペ
ージ,6年11Lesson127ペ
ージである。 

○導入ではその Lesson
のゴールを意識できる
ようになっているなど、
各活動のねらいがはっ
きりした内容が表示さ
れている。（5年 p.6） 
○「中学校へつなげよ
う」という付録が巻末に
ついており、2 年間の外
国語科で学んだことを
復習し、中学校での学習
を意識できるよう工夫
されている。 
（6年 p.102～） 

○鏡を用いてアルファ
ベットと出合う展開に
なっており、児童の興
味・関心を高められるよ
うになっている。 
（5年 p.8） 
○カードゲームをする
際の例が示されており、
楽しみながら英語を使
う場面を設定できるよ
うに工夫されている。 
（6年 p.35） 

○Let's play ではやり
取りの方法や使用する
表現が示してあり、不安
感を軽減し取り組める
よう工夫されている。 
（6年 p.66） 
○日本の文化や行事な
ど、日本固有の単語はル
ビを振るなど、外国籍児
童への配慮がなされて
いる。（6年 p.18,19） 

○時間割から将来の職
業や夢まで繋げられる
よう工夫されている。 
（5年 p.25） 
○日本のことを英語で
紹介したり、世界の衣食
住を知ったりすること
ができ、世界のことを知
りながら、日本の良さを
再発見するように工夫
されている。（6年 p.42） 

○文字についての学習
が集められ、書く活動に
丁寧に取り組める工夫
がされている。（巻末） 
○書く活動を 15 分間の
モジュール学習で展開
できるよう工夫されて
いる。（5年 p.82～105） 

○「学んだことリスト」
には、活動に対応する 4
技能が一目でわかるよ
う工夫されている。 
（5 年 p.108～113,6 年
p.112～117） 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 外国語 ）No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｄ 

○巻頭にクラスルーム

イングリッシュやアル

ファベットなど、既習事

項がわかりやすく示さ

れ、学んだことを主体的

に生かせるよう工夫さ

れている。 

○各学年の教科書の総

ページ数及び「Lesson」

数は 5 年 157 ページで

Lesson10,6 年 153 ペー

ジで Lesson10 である。 

○各単元の最初のペー

ジは、大きな見開きのイ

ラストになっており、

様々な英語表現を児童

から引き出せるよう工

夫されている。 

○1 レッスンでの内容や

時間数などが「学習の進

め方」で明記されてお

り、見通しをもって学習

に取り組むことができ

るよう配慮されている。

（5年 p.21） 

○Let’s Listen Let’s 
Chant には、3 つのイラ
ストが描かれ、児童の理
解を促すよう工夫され
ている。（5年 p.26） 
○「英語を聞き取ろう・
英語らしく話そう！」で
は、音の上げ下げを矢印
で書き込む内容があり、
音への意識を高められ
るよう工夫されている。 

○書く活動では、「なぞ
り書き」の欄が設けら
れ、スモールステップで
学習が進められるよう
工夫されている。 
（5年 p.25） 
○Lessonは A,B,Cの 3部
を組み合わせて学習し、
児童が見通しをもって
学習に取り組めるよう
工夫されている。 
（5年 p.36～41） 

○個数を尋ねあう活動

では、身近なものを尋ね

あうようになっており、

活動に参加しやすくな

るよう配慮されている。

（5年 p.42） 

○既習事項を用いて身

近な内容を自ら発信す

る力をのばしていける

よう工夫されている。 

（ 5 年 p.79,137,6 年

p.77,133） 

○巻末に「Word List」が

あり、自己表現する際の

助けになるよう工夫さ

れている。 

○前学年で学習した内

容がまとめられている

「Pre-lesson」で内容を

振り返り、確認できるよ

う工夫されている。）5年

p.17～20,6年 p.10～16） 

○毎時間の最初に歌う

歌や、聞くことに対する

細やかな手立てが工夫

されている。 

（5 年 p.139～143,6 年

p.135～139） 

○学習に関する情報を

紹介する「コラム」が各

Lessonにあり、児童の興

味・関心や国際感覚が高

められるよう工夫され

ている。 

（5年 p.32,6年 p.38） 

Ｅ 

○各学年の教科書の総

ページ数及び「Lesson」

数は、5、6年ともに、128

ページ 7Lessonである。 

○基礎的・基本的な知識

及び技能の定着を図る

活動と、思考判断表現を

重視した活動が、バラン

スよく配置されている。 

○5 年生のテーマは「自

分・地域・日本」で、6年

生のテーマは「世界の

人々・世界とに日本・中

学校への扉」となってお

り、発達の段階に応じた

広がりをもったテーマ

設定となっている。 

○大単元は、学びの見通

しを立てる「HOP」→基礎

的・基本的な知識・技能

の習得「STEP」→実際の

場面で表現（活用）する

JUMP」という構成になっ

ており、毎学期一つの大

単元が組まれている。 

○ページ下には「Sound 

Chant」「Word Chant」

「Talk to Friends」を

設けて、帯活動につなげ

やすいよう工夫されて

いる。（5年 p.18,19） 

○STEP の各 Lesson のま

とめは「書くこと」を含

む言語活動が設定され、

自分の考えや気持ちを

書き写して表現できる。 

○小単元の最初の見開
きページには児童にと
って身近なイラスト及
び英単語が記載され、児
童の英単語や文字への
関心を高められるよう
に工夫されている。 
（5年 p.16） 
○巻末に切り離して使
える付録があり、児童が
自律的な学びができる
ようになっている。 
○他文化を尊重する心
を育む教材、自文化を発
信する教材が配置され
ている。 
（6年 p.36～37p.90・94）   

○JUMPのページには、表
現活動のための手順が
丁寧に示されており、不
安感を軽減して取り組
めるよう工夫されてい
る。（5年 p.36、37、38） 

○「実世界の英語」のコ

ーナーが設けられ、実際

の生活につながった英

語を触れることができ

るよう工夫されている。

（5年 p.29） 

○他教科、道徳、総合的

な学習の時間との関連

を意識した題材が取り

上げられている。 

（6年 Lesson６、 

Presentation3） 

○Enjoy Reading のコ

ーナーが設定され、簡単

に文字を追って読んだ

りする経験ができるよ

うに配慮されている。 

（5年 p.67） 

○二次元コードがつい

ており、デジタル機器を

使って、語句や表現の音

声を聴くことができる

よう工夫されている。 

○パノラマのページな

どを通して、様々な学習

展開ができるよう工夫

されている。（5年 p.16） 

○HOP（見通し）→STEP

（習得）→JUMP（活用）

のスモールステップで

大単元が構成されてお

り、児童が見通しをもっ

て学習しやすく、指導者

も指導がしやすい。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 外国語 ）No. （ ３ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｆ 

○各学年の教科書の総

ページ数及び「Lesson」

数は、 5、 6 年ともに

9Lesson で、5年は 118

ページ、6 年は 112 ぺー

じである。 

○現行の英語教材をベ

ースにした語彙、表現、

文構造で、移行期からス

ムーズに教科化に慣れ

るように工夫されてい

る。（5年 p.14～23） 

○児童が実際に言って

みたい、使ってみたいと

思える内容で構成され

ている。 

○各 Lesson では初めの

ページに目標が明確に

提示され 4つの活動を通

して達成できる構成さ

れている。 

○各単元の終わりに振

り返りのコーナーを設

けられ、自己評価ができ

るようになっている。 

○学級での自己紹介か

ら、学校や地域、国内、

国外へと徐々に広い世

界へと目を向けられる

ような教材の配列にな

っている。 

○ゲームやクイズが多
く盛り込まれており、楽
しみながら慣れたり、気
づいたりできるよう工
夫されている。 
（5年 p.22,27） 
○各単元の初めは映像
を見る活動が設定され
ており、易しく、関心を
高めることができる活
動から入るよう工夫さ
れている。（5年 p.14） 
○自国も含めたさまざ
まな文化への関心や理
解が深まる教材が盛り
込まれている。 
（6年 Lesson3,5） 

○各 Activity では、や
り取りや発表の仕方を
イラストや空欄のつい
た会話文で示されてい
て、不安感を軽減して取
り組みやすいように工
夫されている。 
（5年 p.18,19） 
○各レッスンに「Sounds 
and Letters」のページが
あり、日本語と英語との
違いやアルファベット
の音について興味をも
って学ぶことができる
よう工夫されている。 

○学校生活にあった身

近なテーマが多く設定

されており仲間作りに

も、つながるよう配慮さ

れている。（5年 p.30） 

○国語の文学教材など

他教科で学んだ内容を

盛り込んで、読むことの

負担感を軽減し、達成感

を感じられるように工

夫されている。 

（6年 p.82,85） 

○社会科や理科、キャリ

ア教育、道徳、国語科な

どと関連した単元を設

定している。 

（６年 Lesson5,8 

Let’s Read and Act） 

○音声や文字のコーナ

ーが各単元末に独立し

たコーナーとして短時

間で少しずつ学習しな

がら慣れるよう工夫さ

れている。 

（5年 p.21～23,88） 

○巻末に各レッスンで

使用できるワークシー

トがあり、活用しやす

い。 

○イラストを多く提示

するなどして、活動がイ

メージしやすいような

紙面づくりが工夫され

ている。 

○各単元で、映像を見て

概要をとらえ、聞いて慣

れ親しむ、発信する活動

へと流れが一貫してお

り、見通しをもって学習

しやすいよう工夫され

ている。 

○これまでの外国語活

動のテキスト「We Can」

の内容が踏襲されてお

り、指導がしやすい。 

Ｉ 

○「5（6）年生でできる

ようになること」では、

領域ごとに学習する内

容が確認できるように

なっている。（p.8,9） 

○各学年の教科書の総

ページ数及び「Unit」数

は、5 年 9Unit140 ペー

ジ、6年 9Unit144ページ

である。 

○ページの横にある「一

言フレーズ」や「発音」

では、考える視点や発音

のポイントを載せてお

り、児童の学びのヒント

になるような構成にな

っている。（5年 p.72,74、

6年 p.104,106） 

○各 Unitは Hop、Step1、

Step2、Jump で構成され

Jump では自己表現活動

がある。（5年 p.21) 

○「You can do it」で
は、「やりたいスポーツ」
ではなく、「見たいスポ
ーツ」を尋ね、書くこと
で児童の活動への興味・
関心を引き、また、友だ
ちの意外性に触れるこ
とができるよう工夫さ
れている。（6年 p.45） 
○児童に親しみのある
イラストが描かれ、場面
設定も日本語で書かれ
ており、工夫がされてい
る。 

○「Jump！」では、見開
きで左側にこれから書
く文章の例が示されて
いることで、自分のこと
について書くときのヒ
ントとなるよう工夫さ
れている。（6年 p.34,35） 
○カードを選んで英文
をつくる活動では、児童
が自らカードを選び構
成を考えて作文をする
ことができるよう工夫
されている。（6年 p.102） 

○場面や状況に応じて

言い方や言葉の選び方

を考える力を養うこと

ができるよう工夫され

ている。（5年 p.92,93,6

年 p.90,91） 

○語順の特徴に気づく

ために、理科で学ぶ食物

連鎖の知識をヒントに

シールを使って楽しん

で学べるよう工夫され

ている。（6年 p.69） 

○巻末にペンマンシッ

プノートが付けられて

おり、文字の練習が繰り

返しできるよう工夫さ

れている。 

○「世界の友達」では、

自分と同じ年の外国の

子どもについても映像

を通して学び、多様な価

値観に触れられるよう

工夫されている。 

（5年 p.50,51） 

○相手意識をもった言

葉やジェスチャーなど

についてのコーナーが

あり、相手を意識したや

り取りができるよう配

慮されている。 

（6年 p.67） 

○単元の最初のページ

に最終ゴールとそれぞ

れの時間の主活動が明

記され、各単元 6～8 時

間の見通しがもてるよ

う工夫されている。 

（5年 p.41,6年 p.61） 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 外国語 ）No. （ ４ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｋ 

○活動が精選されてい

るため、1 単元時間の内

容は余裕をもって指導

できる分量となってい

る。 

○各学年の教科書の総

ページ数及び「Unit」数

は、5 年 8Unit136 ペー

ジ、6年 8Unit136ページ

である。 

○「Say and Write」で

は、書き方のコツがあ

り、児童が意識して書く

ことができるよう工夫

されている。（6年 p.13） 

○Pre Unit を含む 9 つ

の Unit と ま と め の

REVIEW、Story などの付

録で構成され、習得から

活用を友達との関わり

を大切に活動するよう

工夫されている。 

○Can-Do Listで 4技能
5 領域別の目標を確認で
き、到達度を自身でチェ
ックすることができる。 
（5年・6年 p.120） 
○振り返る場面では「で
きた」だけでなく、「も
っと知りたい・使いた
い」という記述項目があ
り、児童の関心を高める
工夫がされてる。 
（5年 p.82、6年 p.18） 

○「CHALLENGE」では、そ
のユニットで学んだこ
とを生かした発展的な
課題あり、児童が主体的
に学びに向かえるよう
工夫されている。 
（5年 p.41） 
○各 Unit の扉には、既
習事項を使ったやりと
りや Unit への導入に適
した Small Talk に使え
る素材を散りばめられ
ており、イラストを見な
がら短い話をしたり、い
ろいろ質問したりして、
英語での会話を楽しみ
ながら、即興でやりとり
する力を養うことがで
きるよう工夫されてい
る。（5年 p.30） 

○自分が住む地域の良

さや町づくりについて

提案する内容になって

おり、英語を通して地域

に目を向けることがで

きるよう配慮されてい

る。（6年 p.30～37） 

○異文化理解ができる

Unitでは、日本と異なる

外国の言語的・文化的な

内容への気づきを促せ

るようになっている。 

（5年 p.36） 

○ページ番号に英語が

併記されており、文字と

のつながりが意識でき

るよう工夫されている。 

○英語を書く 4線の幅が

等間隔に近づけてあり、

中学校への接続がスム

ーズになるよう工夫さ

れている。 

○1 単位時間の活動内容

が精選されており、余裕

をもって指導できるよ

うになっている。児童の

実態に合わせて活動が

加えられるよう配慮さ

れている。 

○既習事項を用いて発

展的な活動ができる内

容が用意されている。 

（5年 p.41） 

 

       



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 特別の教科 道徳 ）No. （ １ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ａ 

○教材の冒頭で、取り扱

う内容項目について児

童に分かりやすい言葉

で記載されており、見通

しをもって学習できる

ようになっている。 

○「紙しばいをつくって

発表しよう」では、4 枚

の挿絵をもとに物語を

作る活動が設定されて

おり、絵を手がかりにし

て感謝の気持ちについ

て多面的・多角的に考え

られるように工夫され

ている。 

(4年 p.96～p.99) 

○全学年に設定されて

いる「出会う・ふれ合う」

では、コミュニケーショ

ン活動が例示されてお

り、学級での人間関係の

構築につなげられるよ

うに構成が工夫されて

いる。 

○3 年生以上に設定され

ている「問題を見つけて

考える」では、教材の冒

頭に考えるポイントを

示しており、問題の焦点

化が図られるよう工夫

されている。 

○「星野君の二るい打」
は、漫画形式で掲載され
ており、児童が興味を持
って読み進めることが
できるよう工夫されて
いる。（6年 p.80～p.83） 
○巻末の振り返りペー
ジでは、塗り絵形式で学
習の記録を記すように
なっており、児童の興
味・関心を高める工夫が
されている。 

○全学年に設定されて
いる「いじめのない世界
へ」では、いじめ問題を
扱った教材と、「いじめ
をしない、許さない心」
の育成に関連した教材
を設定することで、いじ
め問題についての考え
を深められるよう工夫
されている。 
○「心を形に」では、進
んで挨拶をすることに
ついて考える教材とな
っており、島根県の「ふ
るまい向上」の取り組み
と関連付けて学習する
ことができる内容とな
っている。 
（6年 p.10～p.12） 

○巻末付録の「つなが

る・広がる」では、教材

に関連した写真や資料

が掲載されており、他教

科と関連づけて学習が

できるよう工夫されて

いる。 

○「みんないっしょ」で

は、身近な遊びの場面か

ら問題解決的な学習が

できるよう工夫されて

いる。(1年 p.26～27) 

○「ようこそ 1年生」は、

児童に小学校生活への

イメージをもたせる内

容となっており、幼児期

の教育からスムーズに

移行できるよう配慮さ

れている。 

（1年 p.6～p.11） 

○全学年に設定されて

いる「いじめのない世界

へ」では、いじめ問題を

直接的に扱った教材と、

間接的に扱った教材が

配置されており、複数時

間にわたり、いじめ問題

について深く考えられ

るよう工夫されている。 

○全学年に設定されて

いる「活動型教材」では、

活動を通して児童の自

主性を促すとともに、多

様な考えを引き出すこ

とができるよう工夫さ

れている。 

Ｄ 

○発達段階に即して精
選された教材 35 時間分
が納められており、ペー
ジ数も抑えられている。
（3年 p.132） 
○高学年でも、見開き 2
ページを基本とした分
量を基本としている。 

○それぞれの個性を認
め合い、多様な人々とよ
りよい社会を築くため
の、人権に配慮した教材
が全学年を通して扱わ
れている。（1年 p.20～) 
○「マザーテレサ」「二
宮金次郎」といった偉人
や、「荒川静香」「吉田
沙保里」らスポーツ選手
の生きざまを通して、生
き方を学ぶことができ
る教材が扱われている。 
○教材文の冒頭に主題
を入れないことで、先入
観を持たずに多面的に
考えることができるよ
うに工夫されている。 

○「はなかっぱ」などの
児童にとって身近なキ
ャラクターや漫画、迫力
のある写真を使うなど、
児童の驚きや興味を喚
起するような工夫がさ
れている。 
○出雲市で開催された
マラソン大会で、初の全
盲ランナーが誕生した
ことを扱った地元教材
を使用している。 
（4年 p.128) 

○いじめや人間関係に
関する教材が年間数時
間扱われており、年間を
通していじめに向き合
う心を育むことができ
る教材配列となってい
る。（5年 p.100～103） 
○全学年、児童の具体的
な生活場面に即した教
材において、情報モラル
の問題を扱っている。 
（4年 p.10・11） 

○実生活における身近
な問題を、漫画形式な
ど、発達段階に応じた形
で取り扱われており、児
童が実感を伴って考え
ることができるように
配慮されている。 
（1年 p.58・59） 
○学年によってはグラ
フを使い、算数の学習と
関連付けて考えること
ができるように工夫さ
れている。（3年 p.85） 

○「？まなび」には、自
分や友達の考えを書く
欄に加え自己評価欄が
あり、同じ内容項目の学
びを重ねる中で、児童の
変容が一目で見とるこ
とができる工夫がされ
ている。 
○年度初めの学級づく
りに役立つ活動が、冒頭
に掲載されている。 
○一回り大きい「ユニバ
ーサルデザインフォン
ト」、広い行間、ユニバ
ーサルデザインの監修
を受けた色・デザインの
採用など、読みやすくす
るための工夫が随所に
見られる。 

○道徳的な価値や課題
と出会うための「！きづ
き」をもとに考え、議論
し、深め合うための「？
まなび」の、２冊で構成
されており、学びを自己
につなげられるように
工夫されている。 
○各学年の表紙のキャ
ラクターがつながって
おり、道徳の学びが６年
間つながっていること
も表されている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 特別の教科 道徳 ）No. （ ２ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｆ 

○考え、議論する時間が

十分にとれるよう、教材

文やイラストが精選さ

れている。35時間分の教

材が、3年生では、148ペ

ージに収められている。 

○内容項目ごとに教材

が掲載されており、多面

的・多角的に考え、道徳

的価値の深化・統合を図

ることができるように

工夫されている。（1 年

「12 ハムスターの赤ち

ゃん」「13いのちのはじ

まり」「14生きているじ

ぶん」p40～47） 

○「考えよう」「深めよ

う」の欄には発問が掲載

されており、道徳的価値

を意識して授業を進め

ることができるように

工夫されている。 

○拡大導入を展開前に
設けることで、いじめを
自分たちのこととして
考えながら次の教材へ
進むことができるよう
になっている。 
○オリンピック選手や、
山中教授・野口英世とい
った世界的な偉業を成
し遂げた人物を取り上
げており、児童が興味を
持って学習し、生き様か
ら学ぶことができるよ
うに工夫されている。 

○巻末には、発達段階に
即し、その学年で身に付
けておきたいふるまい
について紹介されてい
る。 
○教材の中に「やってみ
よう」の欄を設け、動作
化や役割演技を通して
道徳的価値についてよ
り深く学べるようにな
っている。（1 年「なか
なおり」p.36～39やって
みよう①～③） 

○読み物教材とモラル

スキル教材が組み合わ

されていることで、学ん

だことを自分のものと

することができるよう

になっている。（4年「い

じめについて考えよう」

「8 プロレスごっこ」

p.36～41） 

○他教科や特別活動な

どの実施時期を考慮し

た教材配列となってお

り、連携がはかりやすく

なるように工夫されて

いる。 

○巻末に、学習に役立つ

ウェブサイト「まなびリ

ンク」の情報が掲載され

ている。 

○ユニバーサルデザイ

ンフォント、カラーユニ

バーサルデザインに配

慮されている。 

○低学年では動物を中

心とした物語教材、中学

年では生活場面を中心

にした教材、高学年では

人物の生き方から自己

の生き方を考える教材

を多く取り上げ、発達段

階に合わせて教材のタ

イプが工夫されている。 

○日本の技術を取り扱

った教材が取り上げら

れており、開発者の生き

ざまだけでなく、日本の

ものづくりのすばらし

さにもふれることがで

きるように工夫されて

いる。 

Ｉ 

○学年ごとの重点項目
は、複数の教材やコラム
で扱われており、確かな
学習経験となるよう配
慮されている。 
○発達段階に即して精
選された 35 時間分の教
材が収められている。 

○3 学期制に合わせ、全
体を 3つのまとまりに分
けた構成がなされてい
る。 
○等身大の児童や先人、
現在活躍する人物など、
多様な教材が配されて
いる。 
○教材末に「考えよう・
話し合おう」が設けられ
ており、自分に引き寄せ
て考えたり、問題解決の
ために話し合ったりす
ることができる構成と
なっている。 

○「アンパンマンのマー
チ」の歌詞や漫画形式の
教材、見開きの１枚絵な
どから考える教材を取
り上げ、興味を持って学
習できるように工夫さ
れている。 
（5年 p.191～195） 
○教材冒頭にキャラク
ターによる児童への呼
びかけの言葉、教材末に
学習のてびき「考えよ
う・話し合おう」の欄を
設け、主体的に学習に取
り組むことができるよ
うに工夫されている。 
○が位置付けられてい
る。（5年 p.63～71） 

○内容項目が教材冒頭
のマークと主題で示さ
れているので、年間指導
計画を作成する際、有効
に活用できるようにな
っている。 
○島根県が取り組んで
いるふるまい事業とか
かわりがある内容が扱
われている。 
（3年 p.13～15) 
○いじめ問題やインタ
ーネット・ゲームを取り
扱った情報モラルなど
の現代的な課題も、発達
段階に応じて取り上げ
られている。 
（3年 p.17～23） 

○第 2学年以上の教材末
には「つなげよう」が設
けられ、道徳での学びを
他教科や日常生活につ
なげられるよう配慮さ
れている。 
○第 3学年以上の長期休
み前に、「環境」等のコ
ラムを設け、主体的な学
びに生かせるように工
夫されている。 
（3年 p.70～71) 
○音楽会・遠足などの学
校行事を題材にした教
材が配列されており、学
校生活の中で道徳的価
値に気づくことができ
るようになっている。 
（5年 p.85～88） 

○各学年の配当漢字に
はすべて振り仮名が付
され、注釈も随所に配さ
れている。 
○美しい挿絵がふんだ
んに配されている。 

○自己評価の記録を残
す「学びの記録」が学年
3 か所に位置付けられて
おり、自信の変化や成長
を自覚できるように工
夫されている。 
（1年 p.36・37） 
○友達との関わり方や
コミュニケーションの
取り方などに関するコ
ラムが繰り返し扱われ、
人間関係の構築に生か
せるように工夫されて
いる。 
○Ａ４版を採用してお
り、1 年生でも持ちやす
いように配慮されてい
る。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 特別の教科 道徳 ）No. （ ３ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｌ 

○児童の発達段階を考

慮した内容であり、校種

間連携にも配慮されて

いる。 

○各学年 35 時間分の教

材のほかに、「ふろく」

として 3 教材が収めら

れており、児童の実態に

合わせ入れ替え、指導で

きるように工夫されて

いる。 

○各教材にはすべて主

題名、道徳的価値、発問

例が示されているため、

児童が見通しを持って

学習することができる

ようになっている。 

○題名の後に前書きと

登場人物が示されてお

り、教材の世界に入りや

すいように工夫されて

いる。 

○「学習の手引き」では、

話し合い活動を設定し、

考え・議論する道徳の具

現化を図るように工夫

されている。 

○漫画形式、児童に親し
みのあるドラえもんや
スポーツ選手などを扱
った教材を取り上げ、興
味を持って学習に取り
組めるように工夫され
ている。 
○見開きでの 1枚絵や写
真などを使い、視覚的な
効果を活用して学習で
きるように工夫されて
いる。 

○各学年、いじめ防止に
関わる教材とコラムを
複数組み合わせたユニ
ットが学期に 1回配置さ
れており、集中的に考え
られるように工夫され
ている。（4年 p.90～95） 
○現代的・社会的課題に
対応できるように、全学
年、情報モラル・キャリ
ア教育の問題を扱って
いる。（4年 p.10～11） 

○問題解決的・体験的な

学習が適している教材

には、学習の流れを示し

た「学習の手引き」が挿

入されており、思考と対

話を促した上で学習の

参考になるように配慮

されている。 

○国語や社会科との関

連が図られている教材

が扱われている。 

（3年 p.46～49） 

○パソコンマークがつ

いている教材は、Web サ

イト上のデジタルコン

テンツで、さらに学習を

深めることができるよ

うに工夫されている。 

○文字や色調について

は、ユニバーサルデザイ

ンへに基づいた配慮が

なされている。本文の割

り付けも、読みやすいま

とまりで改行されてい

る。 

○「心のベンチ」では、

教材と関連した内容や

活動を例示することに

より、道徳的価値への理

解を深めることができ

るように工夫されてい

る。 

○別冊の「道徳ノート」

がついており、書く活動

を通じて、自分の考えや

友達の考えを確かめ、話

し合う中で、多面的に考

えられるように工夫さ

れている。 

Ｎ 

○教材には、前学年まで

の漢字が採用されてお

り、1～3年は総ふりがな

を記すことで読みやす

いように工夫されてい

る。 

○教材の冒頭では、取り

扱う内容項目を記載し

ており、児童に考える視

点を与えるよう工夫さ

れている。 

○教材の下部に、子ども

の思考により寄り添う

問いや考えるためのポ

イントが提示されてお

り、主体的な学びにつな

がる構成となっている。 

○巻頭では、8 ページに

わたって道徳の学習の

流れについて掲載され

ており、学習のイメージ

をもちやすいように構

成が工夫されている。 

○「まちたんけん」では、
漫画形式で掲載されて
おり、児童が興味を持っ
て読み進めることがで
きるよう工夫されてい
る。（1年 p.38～p.39） 
○全学年に「ちびまる子
ちゃんと考えよう」のコ
ラムが掲載されており、
児童に親しみのあるキ
ャラクターが登場する
ことで、興味・関心を高
めるよう工夫されてい
る 

○全学年で「生命の尊
重」を重点主題として複
数時間構成で扱うこと
で、道徳的価値について
深く考えられるよう工
夫されている。 
○「あいさつでげんき
に」では動作化の活動が
設定されており、挨拶の
よさを感じ取れるよう
工夫されている。（1 年
p.13） 

○「広げる」では、各教

材の内容に関連した書

籍が紹介されており、読

書活動と関連付けて学

習することができるよ

う工夫されている。 

○「郷土かるた」では、

教材に加え、付随のコラ

ムでの学習を通して、自

分たちの地域に広げて

考えることができるよ

う工夫されている。（3年

p.74～p.75） 

○振り返りページにお

いて、1 年生の 1 学期は

顔の表情を選択する自

己評価、2 学期から 2 年

生にかけては表情と一

言コメントという構成

になっており、発達段階

に応じて内容が工夫さ

れている。 

○教材の下部に、子ども

の思考により寄り添う

問いや考えるためのポ

イントが提示されてお

り、主体的な学びにつな

がる構成となっている。 

○全学年で「生命の尊

重」を重点主題として複

数時間構成で扱うこと

で、道徳的価値について

深く考えられるよう工

夫されている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 
教科名（ 特別の教科 道徳 ）No. （ ４ ） 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮等 

４.教科の特性、地域の実

態や課題への適合等 

５.各教科及び実生活との

関連についての工夫 
６.その他 

Ｏ 

○教材の冒頭で内容項

目を記載しないことで、

特定の価値を押し付け

ないよう工夫されてい

る。 

○教材は見開きで始ま

るように配置されてお

り、児童が内容に集中し

やすいよう配慮されて

いる。 

○「みんなあかちゃんだ

ったよ」では、実寸大の

赤ちゃんの写真を掲載

しており、写真を活用す

ることで学びが深まる

よう構成が工夫されて

いる。（1年 p.36～p.37） 

○「友だちが泣いてい

る」では、役割演技を通

して、登場人物に対する

アドバイスを考えるこ

とができるよう構成が

工夫されている。 

（4年 p.60～p.61） 

○全学年において写真
やイラスト、漫画など
様々なビジュアルが掲
載されており、児童の興
味・関心を高めるよう工
夫されている。 
○表紙に登場するキャ
ラクターが各学年の教
材にも登場することで、
登場人物の成長に自身
の成長を重ね合わせる
ことができるよう工夫
されている。 
（1年 p.32～34） 

○「いのち」を全学年の
最重点テーマとし、「生
命の尊さ」と「生き方」
に関する教材をそれぞ
れ複数設定することで、
考えを深めることがで
きるよう工夫されてい
る。 
○「だれも見ていない」
では、教材文に対する複
数の意見を取り上げて
おり、多面的・多角的に
考えることができるよ
う工夫されている。 
（1年 p.52～p.53） 

○「アルソミトラの空」

では、種子が飛んでいく

様子について描かれて

おり、理科の植物の成長

の学習と関連付けて学

習できるよう工夫され

ている。 

（5年 p.160～p.163） 

○「会話のゆくえ」では、

スマートフォンでの会

話のやり取りを取り上

げており、実生活と関連

付けて考えることがで

きるよう工夫されてい

る。（6年 p.110～p.111） 

○巻頭に現在の自分の

ことについて書くペー

ジ、巻末に 1年間の学び

の振り返りを書くペー

ジが設定されており、1

年間の自身の成長を感

じることができるよう

構成が工夫されている。 

○全学年において掲載

されている写真やイラ

スト、漫画などの様々な

ビジュアルを活用する

ことで、児童の興味・関

心を高めるとともに、学

習内容のイメージを膨

らませることができる

よう工夫されている。 

○「生命の尊さ」と「生

き方」に関する教材をそ

れぞれ複数設定するこ

とで、広く深い学びがで

きるよう工夫されてい

る。 

Ｐ 

○高学年において、文章

の難しい語句について

の脚注が示されており、

内容理解を促す工夫が

されている。（5年 p.2） 

○低学年では、学習する

内容項目が記載されて

おり、児童に見通しを持

たせることができる。

中・高学年では、内容項

目に直接触れないこと

で、児童が内容を先読み

しないよう工夫されて

いる。 

○本冊と別冊の 2冊を併

用することで、考えを深

めたり、自己を見つめた

りすることができるよ

う工夫されている。 

○中・高学年では、本時

のめあてとなる「学習の

道すじ」が示されてお

り、児童の主体的な学び

の助けになるよう工夫

されている。 

○先人や著名人など全
学年で合計 40 名以上の
人物を教材として扱っ
ており、様々な生き方や
考え方に触れることが
できるようになってい
る。（1年 p.106～p.111） 
○「ふわふわことば ち
くちくことば」では、別
冊ノートを活用して体
験的な活動を取り入れ、
道徳的価値についてよ
り深く考えることがで
きるようになっている。 
（2年 p.74～p.75） 

○全学年共通して、「善
悪の判断、自律、自由と
責任」「親切、思いやり」
「生命の尊さ」を重点項
目とし、関連する教材の
一部を 2時間連続で配置
して、指導の重点化を図
れるようになっている。 
○全学年に「命の教育」
に関する特別ページを
設定し、低・中学年では
「命を守る」こと、高学
年では「生命の尊さ」に
ついて思考を深められ
るよう工夫されている。 

○「ごめんね、オオキン

ケイギク」では、理科の

植物の学習や環境教育

に関連させて学習でき

るよう工夫されている。

（4年 p.18～p.21） 

○「達也の転校」では、

情報モラルや、情報通信

機器との関わりによる

心身の健康について関

連付けて学習できるよ

う工夫されている。(6年

p.16～p.19) 

○別冊の「道徳ノート」

は、内容項目に関するペ

ージと自分の学びを記

録するページで構成さ

れており、児童が自身の

成長を実感できるよう

工夫されている。 

○本冊と別冊の「道徳ノ

ート」との併用で、考え

を深めたり、自己を見つ

めたりできるよう構成

が工夫されている。 

○中・高学年では、本時

のめあてとなる「学習の

道すじ」が示されてお

り、児童の主体的な学び

の助けになるよう工夫

されている。 




